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　新元号「令和」には、厳しい寒さの後に春の
訪れを告げ、見事に咲き誇る梅の花のように、
一人ひとりの日本人が、明日への希望とともに、
それぞれの花の を大きく咲かせることができる日
本でありありあああ たいたたたたたたたたたた という願いが込められています。
紅梅とと白白梅が見頃を迎えた湯田川温泉梅林公
園で園でで園ではは、は 多く多く多く多くく多多多多多多多多く多く多多 のの来園者が花見を楽しみました。

〈表紙〉湯田川温泉梅まつり 〈特集〉

みんなの荘銀タクト鶴岡
グランドオープン１周年



2

昨
年
３
月
に
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ

ン
し
た
荘
銀
タ
ク
ト
鶴
岡
。
Ｎ
Ｈ

Ｋ
交
響
楽
団
こ
け
ら
落
と
し
公
演

を
皮
切
り
に
、
多
く
の
開
館
記
念

事
業
を
開
催
し
て
き
ま
し
た
。

小
さ
な
子
供
か
ら
お
年
寄
り
ま

で
幅
広
い
年
代
の
方
に
楽
し
ん
で

も
ら
お
う
と
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽

や
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
、
伝
統
芸
能
な

ど
多
彩
な
ジ
ャ
ン
ル
の
公
演
を
行

い
、
多
く
の
方
に
足
を
運
ん
で
い

た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
地
域
に
根
付
い
た
文
化

会
館
を
目
指
し
、
貸
館
事
業
に
も

力
を
入
れ
、
演
奏
会
や
学
校
行
事

な
ど
で
様
々
な
団
体
等
か
ら
ご
利

用
い
た
だ
き
ま
し
た
。

グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
か
ら
１
年
。

多
く
の
皆
さ
ん
に
利
用
さ
れ
て
き

た
荘
銀
タ
ク
ト
鶴
岡
の
取
り
組
み

と
主
な
出
来
事
を
紹
介
し
ま
す
。

み
ん
な
の
荘
銀
タ
ク
ト
鶴
岡

み
ん
な
の
荘
銀
タ
ク
ト
鶴
岡

﹇
特
集
﹈

グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
１
周
年

グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
１
周
年

ックトピッ

開館記念事業が大盛況
約約約１年１年１年にわにわにわたったったって行て行て行ってってってきたきたきた開館開館開館記念記念記念事業事業事業は計は計は計131313公演公演公演。そ。そ。その来の来の来場場場
者数者数者数は１は１は１万7万7万7,3,3,3050505人で人で人で、ほ、ほ、ほぼ全ぼ全ぼ全てのてのての公演公演公演が即が即が即日完日完日完売す売す売するなるなるなど、ど、ど、大き大き大きななな
注目注目注目を浴を浴を浴びてびてびてきまきまきましたしたした。。。

NHK交響楽団こけら落とし公演 NHKのど自慢

海上自衛隊東京音楽隊  鶴岡公演 音楽の絵本

開館記念事業のラストを飾った「山形交響楽団庄内定期演奏会第27回鶴岡
公演」で指揮をされた飯森範親さんに感想を聞きました。

山形交響楽団
芸術総監督　
飯森範親 氏

今回、初めて荘銀タクト鶴岡で指揮をさせていた
だきました。お客様が入ると極端に残響が減ってし
まうホールがあるのですが、荘銀タクト鶴岡ではお
客様がいないリハーサルと、本番の響きがほとんど
変わらず、とてもすばらしい残響の中で指揮するこ
とができました。
　また、響き過ぎても、演奏中にオーケストラのメ
ンバー同士のコンタクトが取りづらくなるのです
が、ここではそれがありません。団員のみんなも、
お客様にどのように音が届いているかを感じながら
演奏ができていました。
客席と舞台の距離が近く感じられて、とてもアットホームな温かい雰囲
気があったり、舞台裏には音楽家がくつろげる広いスペースもあったりし
て、気持ちよく演奏できました。
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こ
れ
か
ら
の
運
営
体
制

こ
れ
か
ら
の
運
営
体
制

今
後
の
荘
銀
タ
ク
ト
鶴
岡
の
運
営

主
体
の
在
り
方
な
ど
に
つ
い
て
協
議

す
る
た
め
、
平
成
30
年
１
月
11
日
の

第
１
回
か
ら
今
年
３
月
12
日
ま
で
計

７
回
、
専
門
家
と
市
民
の
代
表
で
構

成
す
る
鶴
岡
市
文
化
会
館
利
活
用
会

議
を
開
催
し
ま
し
た
。

そ
こ
で
出
さ
れ
た
結
論
は
、「
運

営
主
体
は
、
一
般
財
団
法
人
鶴
岡
市

開
発
公
社
と
特
定
非
営
利
活
動
法
人

鶴
岡
市
芸
術
文
化
協
会
の
共
同
企
業

体
が
望
ま
し
い
。」
と
い
う
も
の
で

し
た
。

市
公
共
施
設
の
管
理
で
実
績
が
あ

る
鶴
岡
市
開
発
公
社
と
、
地
域
の
芸

術
文
化
事
情
に
精
通
し
て
い
る
鶴
岡

市
芸
術
文
化
協
会
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の

得
意
分
野
を
生
か
し
な
が
ら
、
協
力

し
て
運
営
す
る
こ
と
で
、
利
用
環
境

の
向
上
に
つ
な
が
る
こ
と
が
期
待
で

き
ま
す
。

令
和
３
年
４
月
か
ら
の
共
同
企
業

体
を
指
定
管
理
者
と
す
る
運
営
に
つ

い
て
、
今
年
の
９
月
市
議
会
定
例
会

で
審
議
い
た
だ
い
た
上
で
、
来
年
４

月
か
ら
の
１
年
間
を
移
行
期
間
と
し

て
進
め
る
予
定
で
す
。

市
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
の
運
営
の

土
台
を
し
っ
か
り
と
形
作
り
、
荘
銀

タ
ク
ト
鶴
岡
が
芸
術
文
化
の
交
流
拠

点
と
な
る
よ
う
に
取
り
組
み
ま
す
。

そ
し
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
よ
り
一

層
愛
さ
れ
る
「
み
ん
な
の
荘
銀
タ
ク

ト
鶴
岡
」
を
目
指
し
ま
す
。

昨昨昨年、年、年、東京東京東京にあにあにある森る森る森美術美術美術館で館で館で開催開催開催されされされた「た「た「建築建築建築
の日の日の日本展本展本展」で」で」では、は、は、日本日本日本武道武道武道館や館や館やオリオリオリンピンピンピックックックスタスタスタ
ジアジアジアムなムなムなどとどとどと並び並び並び、日、日、日本を本を本を代表代表代表するするする建築建築建築物と物と物としてしてして
大き大き大きく取く取く取り上り上り上げらげらげられまれまれましたしたした。。。
またまたまた、建、建、建築・築・築・デザデザデザインインイン・カ・カ・カルチルチルチャーャーャーのウのウのウェブェブェブマママ
ガジガジガジン「ン「ン「dededesisisigngngnboboboomomom」で」で」で、世、世、世界中界中界中で最で最で最も話も話も話題題題
の美の美の美術館術館術館や文や文や文化セ化セ化センタンタンターのーのーのプロプロプロジェジェジェクトクトクトTOTOTOP1P1P1000
の筆の筆の筆頭に頭に頭に選ば選ば選ばれまれまれましたしたした。「。「。「dededesisisigngngnboboboomomom」は」は」は、、、
191919999999年に年に年に開設開設開設されされされた、た、た、最も最も最も長い長い長い歴史歴史歴史を持を持を持つウつウつウェェェ
ブマブマブマガジガジガジンでンでンで、全、全、全世界世界世界に向に向に向けてけてけて発信発信発信してしてしているいるいるメメメ
ディディディアでアでアです。す。す。
荘荘荘銀タ銀タ銀タクトクトクト鶴岡鶴岡鶴岡は、は、は、国内国内国内だけだけだけでなでなでなく世く世く世界か界か界からもらもらも
注目注目注目を集を集を集めてめてめていまいまいます。す。す。　

国内だけではなく
世界でも話題に

トピピック

貸館事業も好調で
より多くの方が利用

トピピック

エントランスホール　
は多機能に活用
広広広いエいエいエントントントランランランスホスホスホーーー
ルはルはルは、無、無、無料W料W料Wi-i-i-FiFiFiが設が設が設置置置
されされされていていているこるこることもともともありありあり、、、
平日平日平日の夕の夕の夕方に方に方には高は高は高校生校生校生ののの
勉強勉強勉強や待や待や待ち合ち合ち合わせわせわせの場の場の場所所所
としとしとしてにてにてにぎわぎわぎわいをいをいを見せ見せ見せていていていますますます。。。
まままた、た、た、ミニミニミニコンコンコンサーサーサートトト
などなどなどの催の催の催しもしもしも行わ行わ行われてれてれていいい
て、て、て、ほかほかほかにもにもにもワーワーワークシクシクショョョ
ップップップや作や作や作品展品展品展といといといったったった使使使
い方い方い方もでもでもできまきまきます。す。す。　　
いろいろいろいろいろいろな形な形な形で活で活で活用さ用さ用され、れ、れ、いついついつでもでもでも誰で誰で誰でも気も気も気軽軽軽
に集に集に集うこうこうことがとがとができできできる交る交る交流の流の流の広場広場広場になになになってってっていまいまいます。す。す。

個個個人・人・人・団体団体団体合わ合わ合わせてせてせて7,7,7,4343430人0人0人の方の方の方に見に見に見学に学に学に来て来て来て
いたいたいただきだきだきましましました。た。た。内訳内訳内訳は、は、は、市内市内市内の方の方の方が4が4が45％5％5％、市、市、市
外の外の外の方が方が方が555555％。％。％。県内県内県内外で外で外で広く広く広く注目注目注目されされされていていているこるこるこ
とがとがとがうかうかうかがえがえがえますますます。。。

　　見学会は県内外から　　
多く来館

トピピック トピピック

今今今年の年の年の３月３月３月末ま末ま末まで８で８で８万9万9万9,1,1,1565656人が人が人が利用利用利用してしてしていまいまいま
す。す。す。施設施設施設全体全体全体、大、大、大ホーホーホールのルのルの利用利用利用ともともとも全国全国全国平均平均平均よりよりより
高い高い高い利用利用利用率と率と率となっなっなっていていていますますます。。。

こここの数の数の数字が字が字が示す示す示すようようように、に、に、多く多く多くの市の市の市民の民の民の方に方に方に荘銀荘銀荘銀
タクタクタクト鶴ト鶴ト鶴岡を岡を岡を盛り盛り盛り上げ上げ上げていていていただただただきまきまきましたしたした。。。

荘銀タクト鶴岡 全国平均

施設全体 80.8％ 78.1％
大ホール 63％ 53.3％
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市役所電話番号
　本　　所☎25‐2111　藤島庁舎☎64‐2111　羽黒庁舎☎62‐2111
　櫛引庁舎☎57‐2111　朝日庁舎☎53‐2111　温海庁舎☎43‐2111

鶴岡市再生可能エネルギー設備普及促進事業費補助金
再生可能エネルギー

■申本所環境課☎内線720

◆募集期間
来年２月28日○金まで
※予算の範囲内で行うため、
　募集期間中に終了する場合
　があります。
※ 申請書類やパンフレットは
市HPからダウンロードす
ることもできます。

◆対象の設備と補助金または補助率
太陽光発電設備 １ｋｗ当たり１万5,000円（上限12万円）

木質バイオマス燃焼機器（ストーブ） ３分の１（上限５万円）

木質バイオマス燃焼機器（ボイラー） 10分の１（上限15万円）

太陽熱利用装置 10分の１（上限２万5,000円）

地中熱利用装置 10分の１（上限10万円）

※全量充電等の事業用設備は対象外。

　市内在住の個人または市内に本店を置く法人、町内会等がこれから再生可能エネルギー設備を設置する場
合で、市内の業者に工事を発注するか、市内で購入した設備を自ら設置する場合に補助金を受けられます。

鶴岡市住宅リフォーム支援事業費補助金
住宅リフォーム

■申本所建築課☎内線484

◆リフォーム補助
■対住宅の性能向上等一定の要件を含む工事（30万
円以上）
■補助率

▽一般リフォーム…工事費の10％（上限20万円）

▽優遇措置が適用されるリフォーム…工事費の15
％～50％（上限30万～200万円）
※ 優遇措置要件…鶴岡産木材使用、移住世帯、婚姻・
出産世帯、多子世帯、空き家活用等。
◆耐震改修補助
■対昭和56年５月31日以前に着工した旧耐震基準の

　市内に自己居住用住宅のある方が、市内の業者に以下のリフォーム工事または耐震改修工事を発注する場
合に補助金を受けられます。ただし、すでに工事を始めている場合や終了している場合は対象外です。

　木造一戸建て住宅の耐震改修工事
■補助率　工事費の25％（上限60万円）
■他リフォーム補助との併用可。希望者は耐震診断
　（■費１万3,000円）を受けられます
◆共通
■募集期間　来年１月31日○金まで
※ 予算の範囲内で行うため、募集期間中に終了する
場合があります。
※ 申請書類やパンフレットは市HPからダウンロード
することもできます。

（16）

３
月
下
旬
、
８
年
ぶ
り
に
ニ
ュ
ー
ブ
ラ
ン

ズ
ウ
ィ
ッ
ク
市
へ
の
中
学
生
派
遣
を
再
開
し

ズ
ウ
ィ
ッ
ク
市
へ
の
中
学
生
派
遣
を
再
開
し

た
。
英
語
力
を
試
し
た
い
、
と
抱
負
を
語
っ

て
く
れ
た
６
人
の
中
学
生
・
若
き
現
代
の
高

木
三
郎
（
旧
庄
内
藩
士
で
米
国
ニ
ュ
ー
ジ
ャ

ー
ジ
ー
州
の
同
市
と
の
姉
妹
都
市
交
流
の
き

っ
か
け
を
作
っ
た
人
物
）
は
ど
ん
な
春
休
み

を
過
ご
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
４
月
に
は
、
自

治
体
国
際
化
協
会
（
Ｃ
Ｌ
Ａ
Ｉ
Ｒ
）
の
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
事
務
所
に
本
市
か
ら
職
員
を
派
遣

し
た
。
世
界
と
交
流
す
る
食
文
化
、
目
前
に

迫
っ
た
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、

外
国
人
の
働
き
手
の
確
保
、
そ
し
て
庄
内
と

海
外
の
玄
関
口
・
成
田
を
結
ぶ
ジ
ェ
ッ
ト
ス

タ
ー
・
ジ
ャ
パ
ン
の
就
航
ま
で
、
私
た
ち
の

暮
ら
し
は
既
に
国
際
化
の
中
に
あ
る
。

平
成
18
年
４
月
か
ら
３
年
間
、
米
国
中
西

部
の
街
・
シ
カ
ゴ
で
暮
ら
し
た
。
総
領
事
館

の
領
事
・
経
済
班
長
と
し
て
、
日
本
と
米
国

と
の
経
済
・
文
化
交
流
を
担
っ
た
。
そ
の
際
、

日
本
か
ら
の
お
客
様
を
よ
く
ご
案
内
し
た
の

が
、
コ
ー
ン
や
大
豆
な
ど
の
商
品
先
物
を
扱

う
シ
カ
ゴ
商
品
取
引
所
（
Ｃ
Ｂ
Ｏ
Ｔ
）、
そ

し
て
Ｃ
Ｂ
Ｏ
Ｔ
か
ら
独
立
し
て
金
融
先
物
な

ど
を
扱
う
シ
カ
ゴ
・
マ
ー
カ
ン
タ
イ
ル
取
引

所
（
Ｃ
Ｍ
Ｅ
）。

そ
の
Ｃ
Ｍ
Ｅ
グ
ル
ー
プ
の
名
誉
会
長
で
あ

る
レ
オ
・
メ
ラ
メ
ド
氏
は
、
杉
原
千
畝
氏
の

い
わ
ゆ
る「
命
の
ビ
ザ
」に
よ
っ
て
救
わ
れ
た

ユ
ダ
ヤ
人
で
あ
る
。
杉
原
氏
は
当
時
の
リ
ト
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ア
ニ
ア
の
首
都
に
あ
っ
た
領
事
館
の
副
領
事

で
あ
り
、昭
和
15
年
頃
に
、本
国
外
務
本
省
か

ら
の
指
示
に
係
る
要
件
を
満
た
し
て
い
な
い

ユ
ダ
ヤ
系
避
難
民
等
に
対
し
日
本
通
過
の
た

め
の
査
証（
ビ
ザ
）を
発
給
し
た
。レ
オ
・
メ
ラ

メ
ド
氏
は
、
そ
の
ビ
ザ
に
よ
っ
て
両
親
と
共

に
日
本
に
逃
れ
、
米
国
に
渡
り
、
世
界
初
の

通
貨
先
物
取
引
所
を
創
設
す
る
な
ど
、
先
物

取
引
の
発
展
に
大
き
く
貢
献
し
た
の
だ
っ
た
。

Ｃ
Ｍ
Ｅ
に
は
日
経
平
均
先
物
な
ど
日
本
に
関

係
の
深
い
金
融
商
品
も
上
場
さ
れ
て
い
る
。

シ
カ
ゴ
に
赴
任
し
た
平
成
18
年
は
、
リ
ト

ア
ニ
ア
独
立
15
年
の
節
目
の
年
で
あ
っ
た
。

リ
ト
ア
ニ
ア
と
縁
の
深
い
杉
原
氏
、
そ
し
て

日
本
と
ユ
ダ
ヤ
人
社
会
と
の
関
係
、
ユ
ダ
ヤ

人
が
い
か
に
杉
原
氏
に
感
謝
し
て
い
る
か
を

知
る
こ
と
と
な
っ
た
。

平
成
25
年
度
末
に
ア
マ
ゾ
ン
民
族
館
と
自

然
館
が
閉
館
と
な
り
、
今
も
出
羽
庄
内
国
際

村
に
保
管
さ
れ
た
ま
ま
と
な
っ
て
い
る
資
料

の
問
題
に
向
き
合
っ
た
と
き
、
私
は
、杉
原

氏
の
話
が
脳
裏
を
よ
ぎ
り
、担
当
者
に
も
そ

の
話
を
し
た
。
何
か
の
縁
で
日
本
に
、
鶴
岡

に
た
ど
り
着
い
た
異
国
の
資
料
。
鶴
岡
で
全

て
を
保
全
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
あ
れ

ば
、
資
料
の
価
値
を
認
め
て
く
れ
る
誰
か
の

下
で
、
た
と
え
世
界
の
ど
こ
で
あ
ろ
う
と
も
、

そ
の
資
料
と
し
て
の
命
、
価
値
を
つ
な
ぐ
。

そ
れ
が
一
旦
資
料
を
お
預
か
り
し
た
鶴
岡
市

役
所
、
そ
し
て
所
有
者
の
責
任
で
あ
る
。

シ
カ
ゴ
に
も
日
本
庭
園
が
あ
り
、
人
々
は

盆
栽
を
愛
し
、
ま
た
シ
カ
ゴ
美
術
館
に
は
葛

飾
北
斎
な
ど
の
作
品
が
数
多
く
収
蔵
さ
れ
て

い
た
。
世
界
初
の
先
物
取
引
所
が
大
阪
の
堂

島
に
開
設
さ
れ
た
の
は
享
保
の
時
代
で
あ
っ

た
。
平
成
か
ら
令
和
の
御
代
へ
、
私
た
ち
に

も
つ
な
ぐ
責
任
が
あ
る

荘内病院職員募集【令和２年４月１日採用予定】

職員募集

■問荘内病院総務課☎26‐5111内線6341

■募集職種・受験資格
▷薬剤師（大卒程度）…昭和60年４月２日以降に生ま
れ、薬剤師免許を取得している方（令和２年４月ま
でに取得見込みの方を含む）
■試験日時
６月23日○日午前10時（予定）
■試験会場
同院
■申込み受付
▷ ５月７日○火～28日○火に申込書を同院総務課へ（郵
送の場合は28日の消印有効）

▷市HP「電子申請」からも手続きができます
■試験案内・申込書等の交付
▷同院総務課及び市役所本所職員課で交付
▷ 郵送で請求する場合は、封筒の表に「試験案内請求」
と朱書きし、140円分の切手を貼った返信用封筒（宛
先を明記した角形２号封筒。折り畳んでもかまいま
せん）、応募職種・連絡先のメモを同封して、同院
総務課（〒997‐8515市内泉町４‐20）へ　
▷ 同院HP「職員募集」及び市HP「人事・職員採用」
からダウンロードすることもできます

屋内多目的運動施設を整備します
■問スポーツ課☎25‐8131

スポーツ振興

■施設の概要
【建設場所】大山工業団地（TDK庄内㈱鶴岡工場南側）
【階　　数】地上2階
【面　　積】延床面積約5,000㎡
【人工芝フィールド面積】約3,600㎡（48ｍ×75ｍ）

※ ほかの競技でも利用できます。また、ネットで仕切るこす また ネ トで仕切るこますす また ネ
とで、複数の競技での利用もできるようにします。

■コートの配置イメージ

■基本コンセプト
競技力向上を目指す練習や、市民の健康づくりを目的
とする生涯スポーツ活動の拠点施設

【配置計画】
１階： 人工芝アリーナ、ホール、更衣室、器具庫等
２階： ウォーキングコース（約240ｍ）、ホール
【実施可能競技】
フットサル、テニス（硬式、軟式）、ゲートボール、
グラウンドゴルフ、軟式野球、軽スポーツ等
【駐 車 場】約200台

通常は屋外で活動する競技を、冬期間などでも、
天候に左右されることなくできるようにするため、
屋内型の人工芝運動施設の整備を進めています。
基本計画の策定にあたっては、主に利用が想定さ
れる競技の団体から意見を聞き、施設の機能につい
て検討を重ねました。
現在、施設の設計をしていて、11月には完了する
予定です。その後、本体工事、外構工事などを経て、
令和３年度内の完成を目指しています。

※ほかの競技でも利用できまも利用 きま

フットササルッッットサトサトトトトトサトササルルルットサル
２面２

ステニテニテ スススステテ
４４４面

トボールゲーゲーゲートボトトトボゲゲゲゲ
８面
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鶴岡市正社員化促進事業奨励金

■奨励金の概要
市内に在住・勤務する50歳

未満の非正規雇用労働者を正社
員に転換し、6か月間継続雇用
した場合に奨励金を支給します

■問本所商工課☎内線563

■支給金額

小規模事業主：キャリアアップ助成金で規定する「中小企業事業主」のうち以下の条件を満たすもの
　業種区分「製造業その他」　→　企業全体の常時雇用する労働者数が20人以下
　業種区分「小売・サービス・卸売業」　→　企業全体の常時雇用する労働者数が5人以下

キャリアアップ助成金
（厚生労働省）

奨励金
（山形県）

有期雇用→正規雇用
※１人当たり 57万円

小　40万円
中　30万円

無期雇用→正規雇用
※１人当たり 28.5万円

小　20万円
中　15万円

小…小規模事業主　中…中小企業事業主

■支給要件
○ 市内に雇用保険適用事業所がある中小企業・小規模事業主であること
○ 厚生労働省「キャリアアップ助成金（正社員化コース）」及び「山形
県正社員化促進事業奨励金」が支給されていること
○取り組みの実施が平成31年４月１日以降であること　等

■問キャリアアップ助成金…ハ
ローワーク鶴岡☎25‐2501
山形県奨励金…山形県雇用対策
課☎023‐630‐2388 ■他HP

Ⅰ．キャリアアップ助成金
書類提出先：ハローワーク鶴岡

　　キャリアアップ計画書提出

　　正社員転換後おおむね１か
　　月以内に転換等実施報告書
　　提出
　　

キャリアアップ助成金支給決定
後１か月以内

　　 県奨励金支給申請書及び添
付資料提出

　　※提出の際、切手を貼った
　　　返信用封筒を持参し、申
　　　請書の写しに受領印をも
　　　らう手続きを行ってくだ
　　　さい。

↓
県奨励金の受給

　　正社員転換後おおむね１か
　　月以内に転換等実施報告書
　　提出

県奨励金の申請書受付後１か月
以内

　　 市奨励金支給申請書及び添
付資料提出

↓
市奨励金の受給

　　 キャリアアップ助成金支給
申請書提出
※ 申請書の写しに受領印を
もらってください。

↓
キャリアアップ助成金支給決定
山形労働局から交付決定が通知

されます
↓

キャリアアップ助成金の受給

非正規雇用労働者を正社員に転換

■申請の流れ 国・県・市それぞれへ①～⑥の順に書類を提出してください。

Ⅱ．県奨励金
書類提出先：山形県雇用対策課

Ⅲ．市奨励金
書類提出先：鶴岡市商工課

○○○注意　市への申請には、国及び県に提出した書類の写しが必要です。
提出前に必ず全書類の写しを準備し、申請の際に忘れずに添付してく
ださい。

正社員化促進

　若者の長期の雇用安定と優秀な人材の確保・定着のため、非正規雇用労働者を正社員に転換した場合に、「キ
ャリアアップ助成金」及び「山形県正社員化促進事業奨励金」に上乗せして市の奨励金を支給します。

奨励金
（鶴岡市）
小　20万円
中　15万円
小　10万円
中　7.5万円

右の表の
金額を上乗せ

▼

２ ３

４

５

６

１

６か月
継続雇用
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市
政

鶴
岡
市
地
域
振
興
懇
談
会
の

委
員
募
集

地
域
振
興
施
策
に
住
民
の
皆
さ
ん
の
意
見

を
反
映
す
る
た
め
、
委
員
を
公
募
し
ま
す
。

■
任
期

令
和
３
年
３
月
ま
で

■対
各
地
域

振
興
懇
談
会
の
区
域
に
在
住
ま
た
は
通
勤
す

る
20
歳
以
上
の
方
各
４
人
以
内

■申
５
月
20

日
○月
ま
で
藤
島
庁
舎
総
務
企
画
課
☎
内
線
２

１
２
、
羽
黒
庁
舎
同
課
☎
内
線
２
１
３
、
櫛

引
庁
舎
同
課
☎
内
線
２
１
７
、
朝
日
庁
舎
同

課
☎
内
線
４
１
２
、
温
海
庁
舎
同
課
☎
内
線

３
１
４
へ

■他
市
HP

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
性
化

推
進
委
員
会
の
委
員
募
集

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維
持
・
活
性
化
に

向
け
た
取
り
組
み
に
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
意

見
を
反
映
す
る
た
め
、
委
員
を
公
募
し
ま
す
。

■
任
期

令
和
３
年
３
月
ま
で

■対
市
内
に

在
住
ま
た
は
通
勤
・
通
学
す
る
20
歳
以
上
の

方
３
人
程
度

■申
５
月
20
日
○月
ま
で
本
所
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
課
☎
内
線
１
２
９
へ

■他

市
HP健

康
・
福
祉

40
歳
未
満
の
方
へ

さ
わ
や
か
健
診
で
健
康
チ
ェ
ッ
ク

▼
レ
デ
ィ
ー
ス
健
診

■日
①
10
月
７
日
○月
・

域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

訪
問
理
美
容
サ
ー
ビ
ス
の
費

用
を
助
成
し
ま
す

自
宅
で
理
美
容
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
際

に
、
そ
の
出
張
旅
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

■対
65
歳
以
上
で
、
老
衰
や
病
気
等
で
理
容
所

や
美
容
院
に
行
く
こ
と
が
困
難
な
、
要
介
護

３
以
上
の
認
定
を
受
け
て
い
る
方

■内
１
回

１
、
０
０
０
円
の
出
張
旅
費
助
成
券
を
交
付

（
年
６
枚
ま
で
）
■申
各
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
、
本
所
長
寿
介
護
課
☎
内
線
１
９
３
ま

た
は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

ス
ト
レ
ッ
チ
ャ
ー
対
応
タ
ク
シ
ー

運
行
事
業
に
補
助
し
ま
す

■対
市
内
に
事
業
所
が
あ
り
ス
ト
レ
ッ
チ
ャ
ー

対
応
タ
ク
シ
ー
を
運
行
す
る
事
業
者

■
補

助
金
額

市
内
を
発
着
地
の
い
ず
れ
か
と
す

る
補
助
対
象
タ
ク
シ
ー
の
運
行
回
数
に
１
、

０
０
０
円
を
乗
じ
た
額
（
月
額
上
限
２
万
５
、

０
０
０
円
）
と
車
両
維
持
に
か
か
る
補
助
対

象
経
費
の
額
の
う
ち
、
低
い
方
の
額

■申
本

所
地
域
包
括
ケ
ア
推
進
室
☎
内
線
７
０
７

介
護
相
談
員
を
募
集

介
護
相
談
員
は
介
護
施
設
へ
の
訪
問
相
談

活
動
を
通
じ
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の
声

を
事
業
者
に
伝
え
る
橋
渡
し
役
を
担
い
ま
す
。

■対
市
内
在
住
で
普
通
自
動
車
免
許
を
持
ち
、

次
の
活
動
が
で
き
る
方
１
人

①
月
３
回
〜

６
回
程
度
施
設
へ
訪
問
し
報
告
書
を
作
成

②
月
１
回
の
連
絡
会
に
出
席

■申
５
月
20
日

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

16
日
○水
午
前
９
時
、
午
後
１
時
30
分　

②
11

月
１
日
○金
・
18
日
○月
午
後
１
時
30
分　

■他
託

児
あ
り
（
要
予
約
）

▼
メ
ン
ズ
健
診

■日
11
月
５
日
○火
・
11
日

○月
・
20
日
○水
午
後
１
時
30
分

▼
共
通

■場
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
に

こ
♥

ふ
る
）
■対
本
市
に
住
民
登
録
が
あ
り
、

職
場
等
で
健
診
機
会
の
な
い
昭
和
55
年
４
月

１
日
以
降
生
ま
れ
の
方

■内
一
般
健
康
診
査

（
身
体
計
測
〈
身
長
、
体
重
、
腹
囲
〉、
血
圧

測
定
、
内
科
診
察
、
心
電
図
、
尿
検
査
〈
た

ん
ぱ
く
、
糖
〉、
血
液
検
査
〈
脂
質
、
肝
機

能
、
貧
血
、
血
糖
、
血
清
ク
レ
ア
チ
ニ
ン
〉）

■費
１
、
５
０
０
円

■申
５
月
７
日
○火
〜
７
月

31
日
○水
に
健
康
課
（
に
こ
♥

ふ
る
）
☎
内
線

３
６
６
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

■他
生
活
保
護
・
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
方
に

減
免
制
度
あ
り
（
要
事
前
申
請
）

高
齢
者
・
障
害
者
住
宅
整
備

資
金
の
利
子
を
補
給
し
ま
す

高
齢
者
や
障
害
者
向
け
に
住
宅
の
増
築
や

改
造
を
す
る
際
、市
内
の
指
定
金
融
機
関（
漁

協
・
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
を
除
く
）
か
ら
融
資
を

受
け
た
場
合
に
、
利
子
の
一
部
を
市
が
補
給

し
ま
す
。

■対
①
60
歳
以
上
の
方

②
身
体
障
害
者
手
帳

１
級
〜
４
級
所
持
者

③
療
育
手
帳
Ａ
所
持

者

④
①
〜
③
の
い
ず
れ
か
と
同
居
し
て
い

る
方

■
利
子
補
給
対
象
額

３
０
０
万
円

以
内

■
利
率

１
・
２
％
（
変
動
あ
り
）

で
す
が
、
市
が
利
子
補
給
す
る
た
め
利
子
の

自
己
負
担
は
あ
り
ま
せ
ん

■
返
済
方
法

10
年
以
内
で
元
利
均
等
ま
た
は
元
金
均
等
の

月
賦
償
還

■申
高
齢
者
…
本
所
長
寿
介
護
課

☎
内
線
１
９
３
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
市
民
福

祉
課
へ

障
害
者
…
本
所
福
祉
課
☎
内
線
１

３
６
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

耳
・
手
足
が
不
自
由
な
方
の

た
め
の
巡
回
相
談

■日
５
月
22
日
○水
午
後
１
時
〜
３
時

■場
に
こ

♥

ふ
る

■対
18
歳
以
上
で
、
新
た
に
身
体
障

害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
た
い
方
、
交
付
を

受
け
て
い
る
方
で
程
度
変
更
し
た
い
方
、
補

装
具
の
交
付
を
希
望
す
る
方
等
（
現
在
治

療
中
の
方
を
除
く
）
■
相
談
科
目

聴
覚
、

肢
体

■持
印
鑑
、
保
険
証
、
身
体
障
害
者
手

帳
（
交
付
済
み
の
方
）
■問
本
所
福
祉
課
☎

内
線
１
３
７
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉

課
へ特

別
障
害
者
手
当
と
障
害
児

福
祉
手
当
を
支
給
し
ま
す

▼
特
別
障
害
者
手
当

■対
20
歳
以
上
で
、
国

民
年
金
障
害
基
礎
年
金
の
１
級
程
度
の
障
害

が
重
複
す
る
な
ど
著
し
い
重
度
の
障
害
状
態

に
あ
る
た
め
、
日
常
生
活
に
お
い
て
常
時
特

別
の
介
護
を
必
要
と
す
る
方

■
給
付
月
額

２
万
７
、
２
０
０
円

▼
障
害
児
福
祉
手
当

■対
20
歳
未
満
で
、
重

度
の
障
害
状
態
に
あ
る
た
め
、
日
常
生
活
に

お
い
て
常
時
の
介
護
を
必
要
と
す
る
方

■

給
付
月
額

１
万
４
、
７
９
０
円

▼
共
通

■対
障
害
は
視
覚
・
聴
覚
・
肢
体
・

心
臓
・
腎
臓
・
精
神
等
（
施
設
入
所
、
入
院

中
の
方
は
非
該
当
）
■持
所
定
の
診
断
書
等

■問
本
所
福
祉
課
☎
内
線
１
３
７
ま
た
は
各
地
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所
国
保
年
金
課
☎
内
線
１
１
３
ま
た
は
各
地

域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

■他
学
生
の
間
は
毎

年
要
申
請

忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？

国
民
健
康
保
険
の
手
続
き

国
保
の
加
入
・
脱
退
な
ど
の
手
続
き
は
各

自
で
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
次
に
該
当
す

る
方
は
、
忘
れ
ず
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
。

▼
無
保
険
の
方
は
い
ま
せ
ん
か

次
の
方
以

外
は
、
原
則
と
し
て
国
保
に
加
入
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん

①
会
社
等
の
健
康
保
険
に

加
入
し
て
い
る
方
と
そ
の
扶
養
家
族

②
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
し
て
い
る
方

③
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
方

▼
二
重
加
入
し
て
い
る
方
は
い
ま
せ
ん
か

国
保
に
加
入
し
て
い
た
方
が
会
社
等
に
勤
め

る
こ
と
に
な
っ
た
り
、
勤
め
て
い
る
方
の
扶

養
に
な
っ
た
り
し
て
、
新
た
に
健
康
保
険
に

加
入
し
た
場
合
は
、
国
保
の
喪
失
届
が
必
要

で
す
。
届
出
を
し
な
い
と
国
保
に
加
入
し
た

ま
ま
と
な
り
、
健
康
保
険
料
と
国
保
税
を
二

重
に
納
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注

意
く
だ
さ
い

▼
適
正
な
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
ま
す
か

国
保
に
加
入
し
て
い
る
方
で
、
国
保
以
外
の

健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
家
族
の
扶
養
に

な
る
要
件
を
満
た
し
て
い
る
場
合
は
、
健
康

保
険
の
切
替
え
が
で
き
ま
す
。
要
件
を
満
た

し
て
い
る
か
、
家
族
が
勤
め
て
い
る
会
社
等

で
確
認
し
、
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い

■問
本
所
国
保
年
金
課
☎
内
線
１
２
４
ま
た
は

各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

■ ■ ■ ■ ■ 　　　 ■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■申＝申込み　■問＝問合せ　■他＝その他　HP＝ホームページ

め
、
県
と
市
が
連
携
し
、
対
象
者
の
奨
学
金

返
還
を
支
援
し
ま
す
。

■対
次
の
全
て
に
該
当
す
る
方

①
県
内
高
校

を
卒
業
し
、
大
学
等
に
在
学

②
日
本
学
生

支
援
機
構
第
一
種
奨
学
金
（
無
利
子
）
の
貸

与
を
受
け
て
い
る
、
ま
た
は
受
け
る
予
定

③
大
学
等
を
卒
業
後
、
６
か
月
以
内
に
市
内

に
居
住
・
就
業
し
3
年
間
継
続
す
る
見
込
み

④
指
定
の
産
業
分
野
へ
就
職
を
希
望

■
返

還
支
援
額

奨
学
金
の
返
還
残
額
と
認
定
後

貸
与
を
受
け
た
月
数
に
２
万
６
、
０
０
０
円

を
乗
じ
た
額
の
う
ち
、
低
い
方
の
額

■申
５

月
20
日
○月
ま
で
管
理
課
（
櫛
引
庁
舎
）
☎
57

‐
４
８
６
１
へ

年
金
・
医
療

国
民
年
金
保
険
料
の

学
生
納
付
特
例
制
度

20
歳
以
上
の
国
民
年
金
加
入
の
学
生
で
、

収
入
が
一
定
額
以
下
等
の
基
準
に
該
当
す
る

方
は
、
在
学
中
の
保
険
料
納
付
が
猶
予
さ
れ

ま
す
（
猶
予
さ
れ
た
期
間
の
保
険
料
は
10
年

以
内
に
追
納
可
）。
納
付
特
例
の
適
用
を
希

望
す
る
方
は
、
住
民
登
録
が
あ
る
市
区
町
村

の
国
民
年
金
窓
口
で
、
早
目
に
手
続
き
し
て

く
だ
さ
い
。

■対
大
学
（
大
学
院
）、
短
大
、
高
等
専
門
学
校
、

専
修
学
校
、
各
種
学
校
（
１
年
以
上
の
課
程

に
限
る
）
等
に
在
籍
す
る
学
生

■持
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
ま
た
は
通
知
カ
ー
ド
、
年
金

手
帳
、
学
生
証
の
写
し
ま
た
は
在
学
証
明
書

■問
鶴
岡
年
金
事
務
所
☎
23
‐
５
０
４
０
、
本

利
用
す
る
に
は
会
員
登
録
、
ま
か
せ
て
会

員
と
の
事
前
の
顔
合
わ
せ
が
必
要
で
す
。

■対
小
学
生
以
下

■費
１
時
間
６
０
０
円
〜

■申
子
ど
も
家
庭
支

援
セ
ン
タ
ー
内

「
フ
ァ
ミ
リ
ー
・

サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン

タ
ー
」
事
務
局
☎

25
‐
２
７
４
１

■他
ま
か
せ
て
会
員

の
登
録
も
募
集

こ
ん
な
と
き
は
子
育
て
短
期
支

援
事
業
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

▼
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ

病
気
、
冠
婚
葬
祭
な

ど
で
一
時
的
に
子
育
て
が
で
き
な
い
場
合
に
、

７
日
を
限
度
に
子
供
を
預
か
り
ま
す
。

■費
２
歳
未
満
…
５
、
３
５
０
円

２
歳
以
上

…
３
、
０
０
０
円

▼
ト
ワ
イ
ラ
イ
ト
ス
テ
イ

仕
事
な
ど
で
夜

間
や
休
日
に
不
在
に
な
る
場
合
に
子
供
を
預

か
り
ま
す
。

■費
夜
間
（
午
後
9
時
ま
で
）
…
１
、
５
０
０

円

土
曜
・
日
曜
日
、
祝
日
…
３
、
０
０
０

円▼
共
通

■対
０
歳
〜
小
学
生

■費
子
供
１
人

1
日
。
市
民
税
の
課
税
状
況
等
で
減
免
あ
り

■
実
施
施
設

鶴
岡
乳
児
院
…
２
歳
以
下

七
窪
思
恩
園
…
２
歳
以
上

■問
本
所
子
育
て

推
進
課
☎
内
線
１
５
0

若
者
定
着
奨
学
金
返
還
支
援
事

業
（
地
方
創
生
枠
）
追
加
募
集

若
者
の
地
元
回
帰
・
定
着
を
促
進
す
る
た

○月
ま
で
本
所
長
寿
介
護
課
☎
内
線
１
９
０
へ

■他
書
類
選
考
・
面
接
で
採
用
を
決
定
。
採
用

後
に
宿
泊
研
修
あ
り
。
市
HP

民
生
委
員
児
童
委
員
が　
　

委
嘱
さ
れ
ま
し
た

　

困
り
ご
と
な
ど
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

次
の
方
が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

▽
羽
黒
地
区
（
羽
黒
地
域
）
…
佐
藤
伸
（
赤

川
・
三
ツ
橋
・
緑
ケ
丘
・
希
望
ケ
丘
）

■問
本
所
福
祉
課
☎
内
線
１
３
８

子
育
て
・
教
育

「
里
親
」
さ
ん
に
な
る
方
を

募
集
し
て
い
ま
す

子
供
は
親
の
温
か
い
愛
情
に
守
ら
れ
な
が

ら
、
家
庭
で
育
て
ら
れ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

し
か
し
、
虐
待
や
親
の
病
気
な
ど
様
々
な
事

情
で
、
家
庭
で
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
な
い
子

供
た
ち
が
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
子
供
た
ち

を
家
庭
に
迎
え
入
れ
、
健
や
か
に
育
む
「
里

親
」
さ
ん
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
登
録
申
請

な
ど
詳
し
く
は
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

（
に
こ
♥

ふ
る
）
☎
25
‐
２
７
４
１
へ
。

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ

ン
タ
ー
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

保
護
者
の
通
院
・
急
用
・
面
接
時
の
預
か

り
や
、
子
供
の
保
育
園
や
幼
稚
園
・
学
校
・

習
い
事
の
送
迎
を
頼
み
た
い
方
（
お
ね
が
い

会
員
）
と
、
援
助
し
て
く
れ
る
方
（
ま
か
せ

て
会
員
）
を
事
務
局
が
調
整
し
ま
す
。
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必
要
で
す
。大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い（
口

座
振
替
の
方
に
は
５
月
31
日
○金
の
引
き
落
と

し
後
に
発
送
）
▽
身
体
障
害
者
等
の
減
免

は
、
５
月
15
日
○水
〜
31
日
○金
に
同
課
で
申
請

し
て
く
だ
さ
い
（
減
免
に
は
障
害
等
級
等
の

条
件
あ
り
。
今
ま
で
減
免
を
受
け
て
い
た
方

は
、
車
が
変
わ
る
な
ど
し
な
け
れ
ば
改
め
て

申
請
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、

構
造
減
免
は
毎
年
申
請
が
必
要
で
す
）

固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
納

税
通
知
書
を
お
送
り
し
ま
す

■
発
送
日

５
月
15
日
○水

■対
今
年
１
月
１

日
現
在
の
登
記
簿
や
固
定
資
産
課
税
台
帳
に

土
地
や
家
屋
等
の
所
有
者
と
し
て
登
載
さ
れ

て
い
る
方

■
納
期
限

第
１
期
…
５
月
31

日
○金

第
２
期
…
７
月
31
日
○水

第
３
期
…

来
年
１
月
６
日
○月

第
４
期
…
３
月
２
日
○月

■問
本
所
課
税
課
☎
内
線
２
０
７

■他
納
税
通

知
書
に
土
地
・
家
屋
の
一
筆
・
一
棟
ご
と
の

「
課
税
資
産
の
内
訳
」
を
添
付
し
て
い
ま
す
。

必
ず
課
税
内
容
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
同

封
の
ミ
ニ
読
本
も
ご
覧
く
だ
さ
い

生
活

住
居
表
示
実
施
地
区
で
建
物
を

新
築
・
改
築
し
た
方
は
届
出
を

■
住
居
表
示
実
施
地
区

青
柳
町
、
泉
町
、

伊
勢
原
町
、
稲
生
一
丁
目
・
二
丁
目
、
海
老

島
町
、
大
塚
町
、
大
西
町
、
大
山
一
丁
目
〜

三
丁
目
、
家
中
新
町
、
上
畑
町
、
切
添
町
、

小
真
木
原
町
、
桜
新
町
、
三
光
町
、
山
王
町
、

税平
成
30
年
分
の
所
得
・
課
税

証
明
書
を
発
行
し
ま
す

▼
給
与
か
ら
の
差
引
き
（
特
別
徴
収
）
の
み

の
方

５
月
15
日
○水
か
ら
発
行

▼
そ
れ
以
外
の
方

６
月
14
日
○金
か
ら
発
行

▼
共
通

■持
本
人
確
認
が
で
き
る
証
明
書
類

（
運
転
免
許
証
、
パ
ス
ポ
ー
ト
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
等
）
■申
本
所
市
民
課
ま
た
は

各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

■問
本
所
課
税

課
☎
内
線
２
０
１

市
・
県
民
税
納
税
通
知
書
を

お
送
り
し
ま
す

▼
給
与
か
ら
の
差
引
き
（
特
別
徴
収
）
の
方

５
月
15
日
○水
に
各
事
業
所
に
発
送
。
各
個
人

に
は
各
事
業
所
が
配
付
し
ま
す

▼
そ
れ
以
外
の
方

６
月
14
日
○金
に
各
個
人

に
発
送

▼
共
通

■問
本
所
課
税
課
☎
内
線
２
０
１

軽
自
動
車
税
納
税
通
知
書
を

お
送
り
し
ま
す

■対
今
年
４
月
１
日
現
在
で
軽
自
動
車
（
バ
イ

ク
や
小
型
特
殊
自
動
車
、
乗
用
の
農
機
具
等

を
含
む
）
を
所
有
す
る
方

■
納
期
限

５

月
31
日
○金
（
１
年
分
を
１
回
で
納
付
。
月
割

り
課
税
な
し
。
４
月
２
日
以
降
に
廃
車
や
名

義
変
更
を
し
て
も
今
年
度
分
全
額
を
納
め
る

こ
と
に
な
り
ま
す
）
■問
本
所
課
税
課
☎
内

線
２
０
６

■他
▽
納
税
証
明
書
は
車
検
時
に

餌
を
与
え
る
の
で
あ
れ
ば
飼
い
主
と
し
て

責
任
を
持
っ
て
終
生
飼
育
し
ま
し
ょ
う
。
責

任
を
持
て
な
い
場
合
は
、
庄
内
保
健
所
生
活

衛
生
課
☎
66
‐
４
７
４
８
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

■問
健
康
課
☎
内
線
３
６
２

市
営
住
宅
入
居
者
募
集

住
宅
名

間
取
り
等

戸
数

鶴岡
ち
わ
ら
住
宅

３
Ｄ
Ｋ

（
子
育
て
向
け
）

３

美
原
住
宅

２
階
・
２
Ｄ
Ｋ

１

稲
生
住
宅

２
階
・
３
Ｄ
Ｋ

１

３
階
・
３
Ｄ
Ｋ

１

み
ど
り
住
宅

２
階
・
３
Ｄ
Ｋ

１

大
山
住
宅

１
階
・
２
Ｄ
Ｋ

（
高
齢
・
障
害
者
向
け
）
１

２
階
・
３
Ｄ
Ｋ

１

朝日
名
川
特
定
公

共
賃
貸
住
宅

木
造
２
階
建
２
階
・

３
Ｌ
Ｄ
Ｋ

１

温海
紅
葉
岡
住
宅

１
階
・
３
Ｋ

１

■
入
居
時
期

７
月
中
旬
以
降

■申
５
月
７

日
○火
〜
21
日
○火
に
本
所
建
築
課
☎
内
線
４
８

３
ま
た
は
朝
日
・
温
海
庁
舎
産
業
建
設
課
へ

老
朽
危
険
空
き
家
の
寄
附
を

受
け
付
け
ま
す

若
者
世
帯
や
移
住
希
望
者
等
の
ま
ち
な
か

居
住
促
進
を
図
る
た
め
、
次
の
指
定
区
域
内

に
あ
る
老
朽
危
険
空
き
家
（
不
良
住
宅
）
の

寄
附
を
受
け
付
け
ま
す
。
そ
の
後
、
解
体
し

整
地
し
た
土
地
を
活
用
し
、
事
業
を
実
施
し

ま
す
。

■
指
定
区
域

本
町
一
丁
目
〜
三
丁
目
、
三

城
南
町
、
城
北
町
、
昭
和
町
、
新
海
町
、
神

明
町
、
末
広
町
、
砂
田
町
、
千
石
町
、
大
東

町
、
大
部
町
、
大
宝
寺
町
、
宝
田
一
丁
目
〜

三
丁
目
、
宝
町
、
長
者
町
、
朝
暘
町
、
茅
原

町
、
道
形
町
、
友
江
町
、
鳥
居
町
、
苗
津
町
、

新
形
町
、
錦
町
、
西
新
斎
町
、
の
ぞ
み
町
、

馬
場
町
、
東
新
斎
町
、
東
原
町
、
日
出
一
丁

目
・
二
丁
目
、
日
吉
町
、
日
和
田
町
、
双
葉

町
、
文
園
町
、
平
成
町
、
ほ
な
み
町
、
本
町

一
丁
目
〜
三
丁
目
、
美
咲
町
、
道
田
町
、
み

ど
り
町
、
美
原
町
、
三
和
町
、
睦
町
、
湯
野

浜
一
丁
目
・
二
丁
目
、
由
良
一
丁
目
〜
三
丁

目
、
陽
光
町
、
余
慶
町
、
淀
川
町
、
若
葉
町

■申
新
築
等
届
出
書
に
案
内
図
２
部
、
配
置
図

１
部
、
平
面
図
１
部
を
添
付
し
て
本
所
市
民

課
☎
内
線
１
５
８
へ

■他
市
HP

人
と
動
物
が
気
持
ち
よ
く
共
生
で
き
る
ま
ち
に

野
良
猫
へ
の
餌
や
り
は
止
め
ま
し
ょ
う

市
に
は
、
野
良
猫
に
つ
い
て
の
相
談
が
多

く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
多
く
が
鳴
き

声
や
ふ
ん
尿
被
害
、
不
適
切
な
餌
や
り
に
つ

い
て
の
苦
情
で
す
。
特
に
餌
や
り
は
、
特
定

の
場
所
に
多
数
の
猫
が
居
着
き
、
周
辺
へ
の

被
害
が
大
き
く
な
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
む
や
み
に
野
良
猫
に
触
れ
る
と
、

野
良
猫
に
寄
生
す
る
マ
ダ
ニ
の
媒
介
に
よ
っ

て
、「
重
症
熱

性
血
小
板
減
少

症
候
群
（
Ｓ
Ｆ

Ｔ
Ｓ
）」
に
感

染
し
、
死
に
至

る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■
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▽
不
審
者
の
声
掛
け
・
連
れ
去
り

▽
ス
ト
ー
カ
ー
・
チ
カ
ン
・
ひ
っ
た
く
り

▽
車
上
狙
い
・
自
転
車
盗
難

少
し
で
も
不
審
に
思
っ
た
ら
鶴
岡
警
察
署

☎
28
‐
０
１
１
０
へ
。

■問
本
所
防
災
安
全
課
☎
内
線
１
８
６

保
険
に
入
っ
て
防
ご
う

自
転
車
事
故

近
年
、「
な
が
ら
ス
マ
ホ
」
で
運
転
す
る

自
転
車
と
歩
行
者
の
衝
突
に
よ
る
死
亡
事
故

な
ど
、
自
転
車
側
が
加
害
者
と
な
る
事
故
が

増
え
、
高
額
な
賠
償
を
命
じ
ら
れ
た
事
例
も

あ
り
ま
す
。

「
自
転
車
安
全
利
用
５
則
」
を
守
り
、
万
が

一
の
事
故
で
の
損
害
賠
償
責
任
に
備
え
て
自

転
車
保
険
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

詳
し
く
は
自
転
車
安
全
整
備
店
・
保
険
会

社
等
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

▽
自
転
車
は
車
道
が
原
則
、
歩
道
は
例
外

▽
車
道
は
左
側
を
走
行

▽
歩
道
は
歩
行
優
先
で
車
道
寄
り
を
徐
行

▽
安
全
ル
ー
ル
を
守
る

▽
子
供
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用

■問
本
所
防
災
安
全
課
☎
内
線
１
７
９

鶴
岡
ご
み
ゼ
ロ
大
作
戦

５
月
30
日
の
ご
み
ゼ
ロ
の
日
に
合
わ
せ
て

ク
リ
ー
ン
作
戦
を
行
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■日
５
月
30
日
○木
午
前
10
時
（
小
真
木
原
公
園

中
央
駐
車
場
集
合
）
■問
廃
棄
物
対
策
課
☎

内
線
６
７
７

不
法
投
棄
は
犯
罪
で
す

ご
み
を
み
だ
り
に
道
路
脇
や
空
き
地
（
自

ら
の
土
地
を
含
む
）
等
に
捨
て
る
と
、
不
法

投
棄
と
な
り
、
重
大
な
犯
罪
と
し
て
５
年
以

下
の
懲
役
ま
た
は
１
、０
０
０
万
円
以
下（
会

社
・
団
体
等
が
行
っ
た
場
合
は
３
億
円
以
下
）

の
罰
金
が
科
さ
れ
ま
す
。
不
法
投
棄
を
見
つ

け
た
場
合
は
、
市
ま
た
は
警
察
に
通
報
し
て

く
だ
さ
い
。

■問
廃
棄
物
対
策
課
内
「
鶴
岡
市
不
法
投
棄
監

視
通
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
事
務
局
☎
22
‐
２

８
４
８そ

の
他

本
市
へ
の
移
住
・
就
業
を
お
考
え
の
方
へ

移
住
支
援
金
を
支
給
し
ま
す

東
京
23
区
に
在
住
ま
た
は
通
勤
す
る
方
が

本
市
に
移
住
し
、
山
形
県
が
設
置
す
る
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
「
移
住
・
就
業
支
援
マ
ッ
チ
ン
グ

サ
イ
ト
」
に
移
住
支
援
金
の
対
象
と
し
て
掲

載
さ
れ
た
求
人
に
応
募
し
就
業
し
た
場
合
等

に
、
最
大
１
０
０
万
円
の
移
住
支
援
金
を
支

給
し
ま
す
。

■
対
象
者

次
の
全
て
に
該
当
す
る
方

①

移
住
直
前
ま
で
連
続
し
て
５
年
以
上
、
東
京

23
区
に
在
住
ま
た
は
勤
務
し
て
い
た

②
平

成
31
年
４
月
１
日
以
降
に
本
市
に
移
住
し
、

申
請
後
５
年
以
上
継
続
し
て
居
住
す
る
意
思

が
あ
る

③
県
が
移
住
・
就
業
支
援
マ
ッ
チ

ン
グ
サ
イ
ト
に
移
住
支
援
金
の
対
象
と
し
て

験
放
送
が
行
わ
れ
ま
す
の
で
、
災
害
と
間
違

え
な
い
よ
う
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

■日
５
月
15
日
○水
午
前
11
時
頃

■
放
送
内
容

上
が
り
チ
ャ
イ
ム
音
↓
「
こ
れ
は
、
Ｊ
ア
ラ

ー
ト
の
テ
ス
ト
で
す
」
３
回
↓
「
こ
ち
ら
は
、

防
災
つ
る
お
か
で
す
」
↓
下
が
り
チ
ャ
イ
ム

音

■問
本
所
防
災
安
全
課
☎
内
線
１
６
３

大
切
な
生
命
や
財
産
を
守
り
ま
し
ょ
う

５
月
は
「
水
防
月
間
」
で
す

も
し
も
の
と
き
に
備
え
、
日
頃
か
ら
の
心

構
え
が
重
要
で
す
。
次
の
よ
う
な
確
認
や
準

備
を
し
て
水
害
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

▽
テ
レ
ビ
等
の
気
象
情
報
に
留
意
し
ま
し
ょ

う▽
避
難
所
・
避
難
路
を
確
認
し
ま
し
ょ
う

▽
非
常
持
出
品
を
準
備
し
ま
し
ょ
う

ま
た
、
農
業
用
水
の
通
水
が
始
ま
り
、
水

か
さ
が
増
し
て
い
ま
す
。
加
え
て
近
年
、
局

地
的
な
集
中
豪
雨
が
頻
発
す
る
傾
向
に
あ
り
、

河
川
や
水
路
の
急
な
増
水
も
懸
念
さ
れ
ま
す
。

水
難
事
故
に
遭
わ
な
い
よ
う
心
掛
け
る
と
と

も
に
、
危
険
な
場
所
で
遊
ん
で
い
る
子
供
を

見
掛
け
た
ら
注
意
す
る
な
ど
、
地
域
ぐ
る
み

で
水
の
事
故
を
防
止
し
ま
し
ょ
う
。

■問
本
所
防
災
安
全
課
☎
内
線
１
８
６

毎
日
が
防
犯
気
を
つ
け
よ
う

み
ん
な
で
犯
罪
被
害
防
止
！

春
は
開
放
的
な
気
分
に
な
る
と
と
も
に
、

外
出
の
機
会
も
増
え
て
犯
罪
が
多
発
す
る
傾

向
が
あ
り
ま
す
。

▽
架
空
請
求
・
還
付
金
詐
欺

▽
住
宅
侵
入
（
空
き
巣
）

和
町
、
睦
町
、
三
光
町
、
双
葉
町
、
千
石
町
、

昭
和
町
、
大
東
町
、
神
明
町
、
苗
津
町
、
日

出
一
丁
目
・
二
丁
目
、
錦
町
、
新
形
町
、
上

畑
町
、
山
王
町
、
泉
町
、
若
葉
町
、
家
中
新

町
、
馬
場
町
、
東
新
斎
町
、
城
北
町
、
陽
光

町
、
青
柳
町
、
美
原
町
、
大
宝
寺
町
、
末
広
町
、

日
吉
町
、
宝
町
、
鳥
居
町
、
新
海
町
、
大
西
町
、

み
ど
り
町
、
西
新
斎
町

■
受
付
要
件

市

税
等
滞
納
の
な
い
方
が
所
有
す
る
老
朽
危
険

度
が
高
い
不
良
住
宅
、
再
建
築
可
能
等

■申

５
月
７
日
○火
〜
８
月
30
日
○金
に
本
所
都
市
計

画
課
☎
内
線
４
６
３
へ

土
砂
災
害
危
険
区
域
実
態
調

査
に
ご
協
力
を

土
砂
災
害
に
よ
る
被
害
の
未
然
防
止
を
図

る
た
め
、
鶴
岡
地
域
で
毎
年
実
施
し
て
い
ま

す
。
調
査
時
は
危
険
区
域
近
隣
に
立
ち
入
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

■日
５
月
７
日
○火
〜
22
日
○水

■問
本
所
防
災
安

全
課
☎
内
線
１
８
５

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の
全
国
一
斉
情

報
伝
達
訓
練
を
実
施
し
ま
す

地
震
・
津
波
や
武
力

攻
撃
な
ど
の
災
害
が

発
生
し
た
場
合
、
そ
の

緊
急
情
報
は
、
全
国
瞬

時
警
報
シ
ス
テ
ム
（
Ｊ

ア
ラ
ー
ト
）
に
よ
っ
て
、
国
か
ら
市
町
村
に

伝
え
ら
れ
、
住
民
の
皆
さ
ん
に
伝
達
さ
れ
ま

す
。訓

練
当
日
は
、
防
災
行
政
無
線
に
よ
る
試

■ ■ ■ ■ ■ 　　　 ■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■申＝申込み　■問＝問合せ　■他＝その他　HP＝ホームページ
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ご
回
答
を
お
願
い
し
ま
す
。

■日
６
月
〜
７
月

■
該
当
地
区

第
4
学
区
、

第
６
学
区
、
郊
外
地
（
斎
、
黄
金
、
湯
田
川
、

大
泉
、
京
田
、
栄
、
田
川
、
上
郷
、
豊
浦
、

加
茂
、
湯
野
浜
、
大
山
、
西
郷
）
■問
本
所

情
報
企
画
課
☎
内
線
６
５
４

鶴
岡
大
山
工
業
団
地
分
譲
中

■
分
譲
区
画

地
図
参
照
（
分
筆
応
相
談
。

③
〜
⑥
の
一
部
区
画
は
交
渉
中
）
■
分
譲

価
格

１
㎡
当
た
り
１
万
５
、
８
０
０
円
〜

１
万
６
、
７
０
０
円

■
助
成
内
容

２
、

０
０
０
㎡
以
上
を
取
得
し
た
場
合
…
取
得
価

格
の
２
分
の
１

１
万
㎡
以
上
を
取
得
し
た

場
合
…
取
得
価
格
の
３
分
の
２
（
上
限
３
億

円
）
■申
鶴
岡
市
開
発
公
社
☎
22
‐
９
０
６

９
ま
た
は
本
所
商
工
課
☎
内
線
５
９
３
へ

止
器
具
の
購
入
経
費
と
地
域
が
主
体
で
行
う

被
害
防
止
活
動
経
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

■対
農
業
者
、
営
農
組
織
等

■申
本
所
農
政
課

☎
内
線
５
８
８
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
産
業
建

設
課
へ建

設
リ
サ
イ
ク
ル
法

全
国
一
斉
パ
ト
ロ
ー
ル

市
で
は
、
５
月
中
旬
に
建
設
リ
サ
イ
ク
ル

法
に
基
づ
く
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
ま
す
。

建
築
物
等
の
解
体
時
に
は
届
出
を
し
、
木

材
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
等
の

分
別
解
体
及
び
再
資
源
化
を
適
正
に
行
い
ま

し
ょ
う
。

■問
本
所
建
築
課
☎
内
線
４
５
７

工
業
統
計
調
査
に
ご
協
力
を

同
調
査
は
製
造
業
の
実
態
を
把
握
す
る
た

め
に
行
わ
れ
、
調
査
結
果
は
国
や
市
の
行
政

施
策
資
料
等
に
利
用
さ
れ
ま
す
。
対
象
と
な

る
事
業
所
に
調
査
員
が
伺
い
ま
す
の
で
ご
理

解
・
ご
回
答
を
お
願
い
し
ま
す
。

■日
５
月
中
旬
頃
か
ら

■対
６
月
１
日
現
在
で

製
造
業
を
営
む
事
業
所

■問
本
所
情
報
企
画

課
☎
内
線
７
０
４
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
総
務

企
画
課
へ

経
済
セ
ン
サ
ス
基
礎
調
査

（
第
１
期
）
に
ご
協
力
を

同
調
査
は
調
査
員
が
全
国
全
て
の
事
業
所

の
活
動
状
況
を
実
地
に
確
認
し
、
新
た
に
把

握
し
た
事
業
所
な
ど
、
一
部
の
事
業
所
に
は

調
査
票
を
配
布
し
ま
す
。調
査
へ
の
ご
理
解
・

ょ
う
。

熊
を
目
撃
し
た
場
合
は
本
所
農
政
課
☎
内

線
５
８
８
、
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
産
業
建
設

課
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
民
家
に

近
い
場
合
は
警
察
署
に
も
お
知
ら
せ
く
だ
さ

い
。森

林
の
土
地
を
取
得
し
た
と

き
は
届
出
が
必
要
で
す

個
人
及
び
法
人
が
売
買
契
約
、相
続
、贈
与
、

法
人
の
合
併
等
で
森
林
（
登
記
上
の
地
目
に

か
か
わ
ら
ず
都
道
府
県
が
作
成
す
る
地
域
森

林
計
画
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
森
林
）
の
土

地
を
新
た
に
取
得
し
た
場
合
は
、
面
積
に
か

か
わ
ら
ず
森
林
の
土
地
の
所
有
者
届
出
が
必

要
で
す
（
国
土
利
用
計
画
法
に
基
づ
く
土
地

売
買
契
約
の
届
出
を
し
た
場
合
は
不
要
）。

■申
本
所
農
山
漁
村
振
興
課
☎
内
線
５
５
９
ま

た
は
各
地
域
庁
舎
産
業
建
設
課
へ

松
く
い
虫
防
除
に
ご
協
力
を

庄
内
海
岸
林
に
お
け
る
松
く
い
虫
防
除
の

た
め
、
薬
剤
散
布
を
５
月
下
旬
〜
６
月
中
旬

に
下
川
地
区
と
湯
野
浜
地
区
で
実
施
し
ま
す
。

該
当
す
る
森
林
所
有
者
及
び
周
辺
住
民
の

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

■問
本
所
農
山
漁
村
振
興
課
☎
内
線
５
９
７

鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
被
害
対

策
に
助
成
し
ま
す

鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
の
被
害
軽
減
を
図
る

た
め
、
電
気
柵
や
防
鳥
ネ
ッ
ト
等
の
被
害
防

掲
載
す
る
求
人
に
応
募
し
就
業
し
た
、
ま
た

は
県
の
起
業
支
援
金
の
交
付
決
定
を
受
け
た

■
支
給
金
額

世
帯
で
移
住
の
場
合
…
１
０

０
万
円

単
身
で
移
住
の
場
合
…
60
万
円

■申
転
入
後
３
か
月
以
降
１
年
以
内
に
本
所
地

域
振
興
課
☎
内
線
５
８
６
へ

■他
県
HP

７
月
に
行
わ
れ
る
予
定
の
参
議
院
議
員
通
常
選
挙

期
日
前
投
票
所
の
立
会
人
募
集

■日
公
示
日
翌
日
〜
投
票
日
前
日
（
１
日
・
２

日
程
度
）
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
８
時

■場

市
役
所
本
所
ま
た
は
各
地
域
庁
舎

■対
本
市

に
住
民
登
録
が
あ
り
、
選
挙
人
名
簿
に
登
録

さ
れ
て
い
る
方
（
政
党
や
政
治
団
体
等
に
所

属
す
る
方
及
び
同
選
挙
の
候
補
者
ま
た
は
候

補
者
に
な
ろ
う
と
す
る
者
の
２
親
等
以
内
の

血
族
は
不
可
）
■
報
酬

日
額
９
、
５
０

０
円

■申
５
月
24
日
○金
ま
で
本
所
選
挙
管
理

委
員
会
事
務
局
☎
内
線
６
４
１
ま
た
は
各
地

域
庁
舎
総
務
企
画
課
へ

■他
市
HP

熊
の
出
没
に
注
意
！

ブ
ナ
の
実
の
豊
凶
は
熊
の
行
動
に
強
く
影

響
し
、
凶
作
の
年
は
、
冬
眠
か
ら
目
覚
め
た

熊
が
餌
を
求
め
、
人
里
に
出
没
す
る
可
能
性

が
高
く
な
り
ま
す
。

熊
の
目
撃
情
報
は
、
早
朝
と
夕
方
に
多
く

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
時
間
帯
に
山
林

や
山
際
の
農
地
に
出
掛
け
る
際
は
、
鈴
、
笛
、

ラ
ジ
オ
等
、
音
の
よ
く
出
る
も
の
を
携
帯
し
、

十
分
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
生
ゴ
ミ
は
熊
の
餌
に
な
る
の
で
、

山
林
や
農
地
へ
の
放
置
は
絶
対
に
や
め
ま
し

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

至庄内空港

至国道7号

羽前大山駅

①①①①①①

②②②②

④

⑤

③

⑥

大
山
川

①1,983㎡　　   　② 1,650㎡
③１万4,143㎡　 ④１万1,462㎡
⑤６万2,547㎡　　⑥１万267㎡
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ま でち き ご との
つほ ト ピ ツ ク スと

鶴岡 大宝館開館

＜大宝館＞

昨年11月に始まった外壁・内壁塗装、建具修繕、
屋根のふき替え等の保存修理工事が完了。真新
しい白壁に春の日ざしを受け、一般公開を再開

４.６
しました。郷土ゆかりの人物の常設展示と併せ、
鶴岡の工芸品とその職人の生涯を紹介する企画
展「鶴岡の手仕事」が開催されています。

旧羽黒第四小学校を改修し移転した羽黒第四地
区地域活動センター。旧大網小学校の体育館棟
を残し、新築施設とつないだ大網地区地域交流

４.１
センター。両センターともに式典とテープカッ
トが行われ、多くの地域住民が参加しました。
地域活動の拠点としての役割を担っていきます。

市内 羽黒第四地区地域活動センター、大網地区地域交流センター開所式

＜各センター＞
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立場の異なる活動者６人が２人１組とな
って事例を発表。世代を超えた前向きな
地域づくりを参加者と一緒に考えました。

３.21

鶴岡 地域未来フォーラム「地域多様性でいこう。」

＜先端研究産業支援センター＞

温海 日沿道「朝日温海道路」大岩川トンネル工事現場見学会

昨年11月から本格的に掘削が始まった
同現場を親子連れなど35人が見学。大
型掘削機等の迫力に圧倒されていました。

３.24

＜大岩川トンネル＞

温海温海温海

朝日 親子そば打ち体験教室

細く細くしようと、支えてもらいながら
切り進めます。少し不格好でも自分で作
ったそばはとてもおいしかったようです。

３.24

＜そば処「大梵字」＞

櫛引 くしびきスポーツクラブ 春休み子ども教室

小学生たちが牛乳パックを使っておもち
ゃ作り。完成した作品を互いに見せ合い
ながら、熱中した様子で遊んでいました。

３.27

＜櫛引西学童保育所ほか＞

鶴岡 藤沢周平記念館企画展『又蔵の火』の世界

鶴岡で起きたあだ討ちを鮮烈に描いた本
作の魅力を伝える企画展。実際に使われ
た刀は５月７日まで展示されます。

３.29
～
９.24

＜藤沢周平記念館＞

藤島 アーユルヴェーダヨガ2019 春のヨガ

講師上野昌代氏の指導の下、会場いっぱ
いに集まった参加者は、終始リラックス
してヨガの呼吸法や動作を学びました。

４.９

＜東田川文化記念館＞
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関
川
し
な
織
セ
ン
タ
ー
周
辺

■内
山
菜
料
理

・
べ
ろ
べ
ろ
も
ち
等
の
販
売
、
し
な
織
・
ま

き
割
り
体
験
等

■問
同
セ
ン
タ
ー
☎
47
‐
２

５
０
２音

楽
の
夕
べ　
　
　
　
　
　
　
　

〜
あ
な
た
と
ク
ラ
ゲ
と
音
楽
と
〜

■日
５
月
12
日
○日
午
後
６
時

■
出
演 

大
野

え
り
３
（
大
野
え
り
、
石
田
衛
、
米
木
康
志
）

■費
高
校
生
以
上
…
１
、
０
０
０
円

中
学
生

以
下
…
５
０
０
円

■場
・
■問
加
茂
水
族
館
☎

33
‐
３
０
３
６

■他
年
間
パ
ス
ポ
ー
ト
を
お

持
ち
の
方
は
無
料

六
十
里
越
街
道
安
全
祈
願
祭

〜
雪
ツ
バ
キ
回
廊
を
歩
く
〜

■日
５
月
18
日
○土
午
前
８
時

30
分
（
多
層
民
家
集
合
）　

■場
多
層
民
家
↓
蟻
腰
坂
↓

弘
法
茶
屋
跡
↓
千
手
ブ
ナ

↓
起
点　

■費
２
、
６
０
０

円
（
昼
食
代
等
）
■申
５
月
11
日
○土
ま
で
あ

さ
ひ
む
ら
観
光
協
会
☎
53
‐
３
４
１
１
へ

ぬ
か
床
か
ら
作
る

ぬ
か
漬
け
教
室

■日
５
月
18
日
○土
午
後
１
時
30
分

■費
５
０
０

円

■場
・
■申
ふ
じ
し
ま
市
場
た
わ
ら
や
☎
64

‐
３
０
９
３

春
季
消
防
演
習

■日
５
月
18
日
○土
午
後
１
時
30
分　

■場
小
真
木

原
公
園　

■内
消
防
訓
練
、
ま
と
い
振
り
、
は

大
人
の
た
め
の

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

■日
５
月
８
日
○水
・
10
日
○金
・
15
日
○水
午
後
２

時
・
７
時

■対
高
校
生
以
上
各
回
先
着
78
人

■内
春
の
星
座
解
説
、『
か
ぐ
や
と
Ｋ
Ａ
Ｇ
Ｕ

Ｙ
Ａ

月
が
地
球
に
く
れ
た
贈
り
物
』
■費

１
４
０
円

■場
・
■問
中
央
公
民
館
☎
25
‐
１

０
５
０

『
日
本
よ
、
永
遠
な
れ
』
上
映
会

■日
５
月
11
日
○土
午
後
１
時
30
分

■場
荘
銀
タ

ク
ト
鶴
岡

■問
同
実
行
委
員
会
☎
０
２
３
‐

６
４
４
‐
９
７
７
８

出
会
う
、
つ
な
が
る

こ
し
ゃ
っ
て
マ
ル
シ
ェ
は
る

■日
５
月
12
日
○日
午
前
10
時
〜
午
後
３
時　

■場

櫛
引
庁
舎
南
側
緑
地

■内
農
産
物
・
加
工
品

・
雑
貨
等
販
売
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

■問
く

し
び
き
こ
し
ゃ
っ
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
務
局

■他
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
ペ
ー
ジ

た
に
し
の
楽
校
開
校
日

■日
５
月
12
日
○日
午
前
11
時
〜
午
後
４
時

■場

旧
大
網
小
田
麦
俣
分
校

■問
た
に
し
の
楽
校

事
務
局
（
南
）
☎
22
‐
９
６
９
６

田
舎
の
う
ま
い
も
ん
食
堂

〜
関
川
の
食
文
化
も
の
が
た
り
〜

■日
５
月
12
日
○日
午
前
10
時
〜
午
後
３
時　

■場

▼
藤
島
体
育
館

■日
・
■内
５
月
11
日
○土
・
12

日
○日
…
ふ
じ
の
花
盆
栽
展
、
物
産
販
売
、
屋

台
、
俳
句
大
会
、
ふ
じ
の
相
談
コ
ー
ナ
ー

11
日
○土
…
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

12
日

○日
…
呈
茶
（
■定
３
０
０
人

■費
２
０
０
円
）、

む
か
し
語
り
コ
ー
ナ
ー
、
働
く
車
展
示
、
オ

ー
ガ
ニ
ッ
ク
マ
ル
シ
ェ
（
北
側
芝
生
広
場
）

▼
共
通

■問
ふ
じ
し
ま
観
光
協
会
☎
64
‐
２

２
２
９

■他
市
HP

鶴
岡
南
高
校
吹
奏
楽
研
究
会

定
期
演
奏
会

■日
５
月
４
日
○土
午
後
４
時　

■場
荘
銀
タ
ク
ト

鶴
岡　

■内
真
島
俊
夫
作
品
の
演
奏
等

■
ゲゲ

ス
ト　

織
田
浩
司
氏
（
サ
ク
ソ
ホ
ン
奏
者
）

■費
４
０
０
円
（
当
日
は
１
０
０
円
増
し
）

■問
同
校
☎
22
‐
０
０
６
１

大
平
高
原
わ
ら
び
園
開
園

■日
５
月
５
日
○日
〜
６
月
下
旬
の
水
曜
・
土
曜
・

日
曜
日
午
前
９
時
〜
正
午　

■費
大
人
…
１
、

８
０
０
円
（
５
㎏
ま
で
）　

中
学
生
…
１
、

２
０
０
円　

小
学
生
…
無
料
（
収
穫
し
た
わ

ら
び
は
付
き
添
い
の
方
の
収
穫
量
に
加
算
）

■申
前
日
ま
で
同
園
組
合
☎
55
‐
２
８
１
８
へ

タ
キ
タ
ロ
ウ
館
オ
ー
プ
ン

■日
５
月
上
旬
〜
11
月
中
旬
の
午
前
９
時
〜
午

後
６
時　

■内
伝
説
の
巨
大
魚「
タ
キ
タ
ロ
ウ
」

資
料
展
示
、
登
山
情
報
掲
示
、
食
堂
、
釣
り

堀
（
■費
５
５
０
円
）
■問
同
館
☎
55
‐
２
４

５
２　

■他
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
も
受
付

催
し

５
月
３
日
○金
〜
15
日
○水

ふ
じ
の
花
ま
つ
り

▼
藤
島
歴
史
公
園
（
H
i
s
u
花
）
■日
・

■内
５
月
３
日
○○○
〜
15
日
○○○
…
ふ
じ
棚
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
、
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン　

11
日
○土
・

12
日
○日
…
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
、
マ
ル
シ
ェ

11
日
○土
…
よ
ね
さ
ん
の
紙
芝
居
、
夜
藤
の
宴
、

ふ
じ
の
花
ま
つ
り
ウ
ォ
ー
ク
（
■費
１
、
０
０

０
円

■申
５
月
１
日
○水
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
課
☎

25
‐
８
１
３
１
へ
）

▼
東
田
川
文
化
記
念
館

■日
５
月
10
日
○金
〜

15
日
○水

■内
ふ
じ
の
花
芸
術
文
化
展
、
ふ
じ

棚
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

　　　 ■内＝内容 ■師＝講師・指導 ■費＝費用・料金 ■持＝持ち物 ■申＝申込み ■問＝問合せ ■他＝その他　HP＝ホームページ

市役所電話番号
本　　所☎25‐2111　藤島庁舎☎64‐2111
羽黒庁舎☎62‐2111　櫛引庁舎☎57‐2111
朝日庁舎☎53‐2111　温海庁舎☎43‐2111 つつるおか

情報掲示板情報掲示板
つるおか
情報掲示板情報掲示板
つるおか
情報掲示板

■掲載を希望する方は…本所総務課☎内線316へ
掲載依頼締切日は発行月の前々月25日です。掲載対
象は発行月の４日以降の催し等です。市内で開催され
対象となる市民が多いものを基本的に優先。編集の都
合上、掲載できない場合もあります。掲載することが不
適当と市が認めるものは掲載できません。

つるおか
情報掲示板
つるおか
情報掲示板

注）掲載情報の詳細は、問合せ・申込み先に問い合わせ
るか、ホームページ等で確認してください。費がないも
のは原則無料。申があるものは事前の申込みが必要
です。
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43
‐
３
５
４
７

■他
摩
耶
山
山
岳
愛
好
会
入

会
者
募
集
（
年
会
費
１
、
０
０
０
円
）

タ
キ
タ
ロ
ウ
ま
つ
り

■日
５
月
26
日
○日
午
前
９
時
〜
午
後
３
時　

■場

大
鳥
タ
キ
タ
ロ
ウ
公
園
等　

■内
魚
の
つ
か
み

ど
り
、
ボ
ー
ト
遊
び
、
カ
ヌ
ー
・
ダ
ッ
キ
ー

ス
ク
ー
ル
、
ス
ラ
ッ
ク
ラ
イ
ン
、
森
の
ク
ラ

フ
ト
、
森
の
お
ん
が
く
か
い
、
タ
キ
タ
ロ
ウ

太
鼓
演
奏
、
朝
日
産
山
菜
直
売
、
荒
沢
ダ
ム

ト
ン
ネ
ル
探
検
、
寿
岡
発
電
所
見
学
、
朝
日

連
峰
山
開
き
神
事
等

■問
朝
日
庁
舎
産
業
建

設
課
内
「
同
ま
つ
り
実
行
委
員
会
」
事
務
局

☎
内
線
３
５
２

■他
雨
天
決
行

ま
る
ご
と
体
験
「
し
な
織
の

里
関
川
」
わ
ら
び
ま
つ
り

■日
５
月
26
日
○日
午
前
９
時
〜
午
後
３
時　

■場

関
川
し
な
織
セ
ン
タ
ー
等　

■対
高
校
生
以
上

の
方
先
着
25
人

■内
し
な
の
木
の
保
育
活
動
、

ワ
ラ
ビ
の
収
穫
・
あ
く
抜
き
と
塩
蔵
の
講
習

等　

■費
３
、
０
０
０
円
（
昼
食
代
等
）
■申

５
月
17
日
○金
ま
で
関
川
自
治
会
☎
47
‐
２
５

０
２
へや

ま
が
た
森
の
感
謝
祭
２
０
１
９

■日
６
月
１
日
○○○
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

■場

眺
海
の
森
（
酒
田
市
）　

■内
森
づ
く
り
活
動

（
■申
５
月
20
日
○月
ま
で
）、
森
の
ホ
ー
ム
ス
テ

イ
、
体
験
・
販
売
コ
ー
ナ
ー
、
森
の
抽
選
会

（（
■対
子
供
））
■問
庄
内
総
合
支
庁
森
林
整
備
課

内
「
同
感
謝
祭
２
０
１
９
」
実
行
委
員
会
☎

午
後
４
時
30
分

■費
１
、
５
０
０
円
（
当
日

は
１
０
０
円
増
し
）
■場
・
■申
そ
ば
処
大
梵

字
☎
53
‐
３
４
１
３

地
域
定
住
農
業
者
育
成
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム

一
般
公
開
講
座

■日
５
月
23
日
○木
午
後
１
時

■場
山
大
農
学
部

■内「
食
と
農
の
ビ
ジ
ネ
ス
〜
今
農
業
者
が
目

指
す
も
の
、
求
め
ら
れ
る
も
の
〜
」
門
間
敏

幸
氏
（
東
京
農
業
大
学
名
誉
教
授
）
■問
同

学
部
内
「
地
域
定
住
農
業
者
育
成
コ
ン
ソ
ー

シ
ア
ム
」
事
務
局
☎
０
７
０
‐
２
０
１
１
‐

５
６
１
５

中
村
秀
和
作
陶
展

■日
５
月
25
日
○土
〜
６
月
２
日
○日
午
前
10
時
〜

午
後
７
時　

■場
鶴
岡
欅
ホ
ー
ル　

今
年
も
朝
市
開
催
し
ま
す
！

■日
５
月
26
日
〜
10
月
の
毎
月
第
２
・
第
４
日

曜
日
午
前
５
時
30
分

■場
鶴
岡
公
園
東
駐
車

場

■問
朝
市
の
会

■他
５
月
26
日
は
１
、
０

０
０
円
以
上
お
買
い
上
げ
の
方
に
プ
レ
ゼ
ン

ト
あ
り
。
出
店
希
望
者
は
要
相
談

摩
耶
山
春
の
登
山
会

■日
５
月
26
日
○日
午
前
８
時
（
ま
や
の
や
か
た

集
合
）　

■内
安
全
祈
願
神
事
、
登
山
、
山
菜

等
特
産
品
の
販
売　

■問
あ
つ
み
観
光
協
会
☎

■日＝日時・期日・期間 ■時＝時間 ■場＝場所・会場 ■定＝定員 ■対＝対象・資格　　　　　

<市民先行エントリー>

■販売方法
　荘銀タクト鶴岡ホームページでのみ
　※１人４枚まで。座席指定不可。
■受付期間
　５月７日（火）午前10時～21日（火）
　※ 申込み多数の場合は抽せん。当落結果
をメールで通知。

　※ インターネット環境がない方は問合せ。
■ チケット引換え
　６月１日（土）～９日（日）に同館へ（ク
レジットカード不可）

＜一般販売＞

■販売方法　
　①窓口販売　
　　荘銀タクト鶴岡　※座席指定可。
　②プレイガイド
　　 ローソンチケット、チケットぴあ、イー
プラス、キョードー東北　ほか

■販売開始
　６月16日（日）午前10時から先着順

問合せ　荘銀タクト鶴岡☎24‐5188
　　　　 ＴＵＹ事業部☎023‐624‐8117

ＴＵＹ特選落語会～其の壱～

立川談春 独演会
二〇一九

写真：鈴木心

月
山
筍
尽
く
し
の
メ
ニ
ュ
ー

月
山
筍
御
膳

■日
５
月
18
日
○土
〜
６
月
８
日
○土
午
前
11
時
〜

し
ご
乗
り
、
新
配
備
車
両
（
全
国
で
も
28
台

の
運
用
）
展
示
等　

■問
消
防
本
部
警
防
課
☎

22
‐
８
３
２
０

■他
雨
天
決
行
。
当
日
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
の
規
制
あ
り

荘銀タクト鶴岡 大ホール
全席指定4,000円（税込）

（未就学児入場不可） 午後５時 開演
９月28日（土）

主催 TUYテレビユー山形 ／ 共催 荘銀タクト鶴岡
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▼
マ
タ
ギ
の
里
大
鳥
を
訪
ね
て

■日
６
月
１

日
○土
午
前
９
時
30
分
（
大
鳥
タ
キ
タ
ロ
ウ
公

園
集
合
。
送
迎
バ
ス
は
午
前
８
時
30
分
に
市

役
所
本
所
発
）
■場
同
公
園
↓
河
合
橋
↓
松

平
山
↓
大
鳥
鉱
山
跡
↓
大
鳥
自
然
の
家
（
約

８
㎞
）
■費
大
人
…
１
、
０
０
０
円

中
学

生
以
下
…
６
０
０
円

■持
お
わ
ん
、
箸

■申

５
月
20
日
○月
〜
27
日
○月

▼
義
経
上
陸
の
地
を
巡
る

■日
６
月
２
日
○日

午
前
９
時
（
マ
リ
ン
パ
ー
ク
ね
ず
が
せ
き
集

合
。
送
迎
バ
ス
は
午
前
８
時
に
市
役
所
本
所

発
）
■場
マ
リ
ン
パ
ー
ク
ね
ず
が
せ
き
↓
鼠

ヶ
関
灯
台
・
義
経
ゆ
か
り
の
浜
↓
大
龍
寺
↓

念
珠
関
跡
↓
念
珠
の
松
↓
起
点
（
約
８
㎞
）

■費
大
人
…
１
、
０
０
０
円

中
学
生
以
下
…

５
０
０
円

■持
お
わ
ん
、
箸

■申
５
月
20
日

○月
〜
27
日
○月

▼
名
水
の
里
！
長
滝
を
訪
ね
て

■日
６
月
９

日
○日
午
前
９
時
（
田
川
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
集
合
。
送
迎
バ
ス
は
午
前
８
時
30
分
に

市
役
所
本
所
発
）
■場
同
セ
ン
タ
ー
↓
砂
谷

↓
長
滝
↓
起
点
（
約
14
㎞
）
■費
大
人
…
１
、

１
０
０
円

中
学
生
以
下
…
５
０
０
円

■申

５
月
27
日
○月
〜
６
月
３
日
○月

■他
そ
ば
の
振

る
舞
い
あ
り

▼
さ
く
ら
ん
ぼ
の
里
を
歩
く

■日
６
月
15
日

○土
午
前
８
時
45
分
（
櫛
引
南
部
保
育
園
集
合
。

送
迎
バ
ス
は
午
前
８
時
30
分
に
市
役
所
本
所

発
）
■場
西
片
屋
↓
板
井
川
↓
西
荒
屋
地
区

内
（
約
８
㎞
）
■費
大
人
…
１
、
１
０
０
円

中
学
生
以
下
…
５
０
０
円

■持
お
わ
ん
、
箸

■申
６
月
３
日
○月
〜
10
日
○月

▼
共
通

■定
１
０
０
人

■持
コ
ッ
プ

■申
ス

ポ
ー
ツ
課
☎
25
‐
８
１
３
１

■他
小
学
生
以

…
１
万
５
、
０
０
０
円
（
１
人
増
す
ご
と
に

３
、
０
０
０
円
）
■申
５
月
13
日
○月
午
後
６

時
15
分
に
同
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
へ

■問
鶴
岡
ソ

フ
ト
テ
ニ
ス
連
盟

人
工
肛
門
・
膀
胱
保
有
者
の
お
し
ゃ
べ
り
サ
ロ
ン

オ
ス
ト
メ
イ
ト
か
ふ
ぇ

■日
５
月
11
日
○土
午
後
２
時
〜
４
時
30
分

■場

に
こ
♥

ふ
る

■内
心
配
事
や
普
段
工
夫
し
て

い
る
こ
と
な
ど
の
情
報
交
換

■問
庄
内
オ
ス

ト
メ
イ
ト
家
族
会
事
務
局

つ
る
お
か
健
康
塾

■日
５
月
18
日
○土
午
後
１
時
30
分

■場
荘
内
病

院

■内「
腎
臓
病
と
人
工
透
析
」
安
宅
謙
（
同

院
内
科
主
任
医
長
）、「
し
っ
か
り
か
め
る
と

人
生
豊
か
に
」
佐
藤
恵
氏
（
桜
井
歯
科
医
院

歯
科
衛
生
士
）
■申
同
院
内
緩
和
ケ
ア
サ
ポ

ー
ト
セ
ン
タ
ー
鶴
岡
・
三
川
☎
26
‐
５
１
８

０
て
く
て
く
健
康「
里
山
あ
る
き
」

▼
庄
内
藩
士
開
拓
の
地

松
ケ
岡
を
巡
る

■日
５
月
26
日
○日
午
前
９
時
（
松
ヶ
岡
開
墾
記

念
館
集
合
。
送
迎
バ
ス
は
午
前
８
時
30
分
に

市
役
所
本
所
発
）
■場
松
ケ
岡
↓
高
寺
↓
三

軒
屋
↓
松
ヶ
岡
本
陣
（
約
９
㎞
）
■費
大
人

…
１
、
１
０
０
円

中
学
生
以
下
…
５
０
０

円

■持
お
わ
ん
、
箸

■申
５
月
13
日
○月
〜
20

日
○月

■他
豚
汁
等
の
振
る
舞
い
あ
り

物
村
集
合
）　

■場
田
麦
俣
↓
独
鈷
茶
屋
跡
↓

大
掘
抜
↓
細
越
峠
↓
湯
殿
山
本
宮

■費
３
、

５
０
０
円
（
昼
食
代
等
）
■申
６
月
２
日
○日

ま
で
あ
さ
ひ
む
ら
観
光
協
会
☎
53
‐
３
４
１

１
へ健

康
・
ス
ポ
ー
ツ

極
真
カ
ラ
テ
無
料
体
験
会（
全
４
回
）

■日
５
月
８
日
か
ら
の
毎
週
水
曜
日
午
後
７
時

30
分

■場
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ジ
ム
楽
以
歩

■対

幼
児
〜
60
代
の
方　

■申
会
場
で
常
時

認
知
症
を
理
解
す
る
教
室

■日
５
月
11
日
○土
午
前
10
時

■場
総
合
保
健
福

祉
セ
ン
タ
ー
（
に
こ
♥

ふ
る
）
■内
講
演
「
認

知
症
を
知
る
〜
認
知
症
か
な
？
と
思
っ
た
ら

〜
」
丸
谷
宏
（
荘
内
病
院
神
経
内
科
主
任
医

長
）、
ア
ド
バ
イ
ス

■申
５
月
９
日
○木
ま
で

本
所
長
寿
介
護
課
☎
内
線
５
３
３
へ

ナ
イ
タ
ー
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
教
室

■日
５
月
13
日
〜
10
月
14
日
の
毎
週
月
曜
日
午

後
７
時

■場
小
真
木
原
テ
ニ
ス
コ
ー
ト　

■対

小
学
３
年
生
以
上
の
方
先
着
80
人

■費
大
人

…
７
、
０
０
０
円　

親
子
…
１
万
１
、
０
０

０
円　

小
・
中
学
生
…
５
、
０
０
０
円　

兄

弟
姉
妹
（
小
・
中
学
生
）
…
９
、
０
０
０
円

夫
婦
…
１
万
２
、０
０
０
円

家
族
（
３
人
）

66
‐
５
５
２
３

ス
テ
ラ
の
会
・
星
を
見
る
会

春
の
星
座
と
三
日
月
と
惑
星

■日
６
月
６
日
○木
午
後
７
時
30
分

■場
中
央
公

民
館

■内
解
説
、
観
望

■費
１
０
０
円

■問

松
永
☎
０
９
０
‐
７
５
６
１
‐
８
１
０
７

■他
資
料
を
希
望
す
る
方
は
１
０
０
円
。
中
学

生
以
下
保
護
者
同
伴

市
民
登
山

「
母
狩
〜
三
ノ
俣
〜
大
机
」

■日
６
月
８
日
○土
午
前
７
時
〜
午
後
３
時
（
小

真
木
原
公
園
中
央
駐
車
場
集
合
）
■場
母
狩

↓
三
ノ
俣
↓
大
机

■対
小
学
生
以
上
の
方
先

着
50
人　

■費
大
人
…
３
、
５
０
０
円

小
学

生
…
１
、
０
０
０
円

■持
昼
食
、
保
険
証
等

■申
５
月
８
日
○水
〜
24
日
○金
に
鶴
岡
市
民
健
康

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
☎
25
‐
８
１
３
１
へ

朝
日
の
お
母
さ
ん
に
学
ぶ
山
菜
講
座
と

六
十
里
越
街
道
ミ
ニ
ト
レ
ッ
キ
ン
グ

■日
６
月
８
日
○土
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
３
時

30
分
（
朝
日
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
集
合
）　

■定
先
着
25
人
（
最
少
催
行
人
数
10
人
）
■内

わ
ら
び
園
で
の
収
穫
体
験
、
山
菜
講
座
、
古

道
歩
き
（
十
王
峠
↓
注
連
寺
〈
約
１
・
３
㎞
〉）

等　

■費
２
、
５
０
０
円
（
昼
食
代
等
）
■申

６
月
１
日
○土
ま
で
あ
さ
ひ
む
ら
観
光
協
会
☎

53
‐
３
４
１
１
へ

〈
六
十
里
越
街
道
の
日
〉新
緑
と
残

雪
の
古
道
を
往
く
六
十
の
詣
で
壱

■日
６
月
10
日
○月
午
前
８
時
（
月
山
あ
さ
ひ
博

　　　 ■内＝内容 ■師＝講師・指導 ■費＝費用・料金 ■持＝持ち物 ■申＝申込み ■問＝問合せ ■他＝その他　HP＝ホームページ
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子
育
て
・
子
供
向
け

大
山
児
童
館

孟
宗
堀
り
体
験
in
三
瀬

■日
５
月
11
日
○土
午
前
９
時
30
分（
同
館
集
合
）

■場
三
瀬
地
区

■対
小
学
生
先
着
15
人

■費
５

０
０
円

■申
４
月
26
日
○金
か
ら
同
館
☎
38
‐

０
２
６
０
へ

鶴
岡
市
子
ど
も
の
学
習
教
室

■日
５
月
11
日
〜
来
年
３
月
７
日
の
土
曜
日
午

前
９
時
30
分

■場
に
こ
♥

ふ
る

■対
ひ
と
り

親
家
庭
等
の
小
・
中
学
生
50
人

■申
本
所
福

祉
課
☎
内
線
１
３
１

ま
ん
ま
ル
ー
ム
５
月
の
講
座

「
ト
イ
レ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」

■日
５
月
14
日
○火
午
前
10
時
30
分

■師
市
立
保

育
園
長

■場
・
■問
同
ル
ー
ム
☎
24
‐
５
６
３

５
絵
本
解
体
新
書
〜
子
ど
も
に
も
っ

と
ス
ロ
ー
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
を
〜

■日
５
月
19
日
○日
午
後
１
時
30
分　

■場
図
書
館

本
館

■費
３
０
０
円
（
子
ど
も
の
本
・
学
び

の
会
会
員
は
無
料
）

子
ど
も
ま
つ
り

■日
５
月
19
日
○日

■時
・
■場
午
前
９
時
30
分
〜

午
後
３
時
…
中
央
児
童
館
・
鶴
岡
公
園

午

前
10
時
30
分
〜
午
後
３
時
…
内
川
ほ
っ
と
パ

ー
ク　

午
後
１
時
〜
３
時
…
小
真
木
原
総
合

体
育
館

■問
本
所
子
育
て
推
進
課
内
「
同
ま

つ
り
実
行
委
員
会
」
事
務
局
☎
内
線
１
４
９

■他
雨
天
時
は
会
場
変
更
や
催
し
の
中
止
あ
り

子
ど
も
科
学
教
室

「
物
づ
く
り
の
世
界
に
挑
戦
し
よ
う
！
」

■日
５
月
26
日
○日
午
前
９
時

■場
秋
山
鉄
工
㈱

日
本
国
工
場　

■対
小
学
生
（
１
年
〜
３
年
生

は
保
護
者
同
伴
）
先
着
20
人

■費
１
、
０
０

０
円

■申
５
月
17
日
○金
ま
で
学
校
教
育
課

（
櫛
引
庁
舎
）
☎
57
‐
４
８
６
４
へ

鶴
岡
水
泳
育
成
協
会

親
子
水
泳
体
験

■日
６
月
１
日
○土
・
22
日
○土
、
７
月
20
日
○土
午

前
11
時

■場
市
民
プ
ー
ル　

■対
１
歳
〜
年
長

児
と
そ
の
保
護
者　

■費
各
日
１
、
０
０
０
円

■申
同
協
会
☎
22
‐
０
０
７
４

■他
１
歳
未
満

は
要
相
談
。
HP

子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

▼
転
入
者
の
た
め
の
子
育
て
案
内
講
座

■日

6
月
４
日
○火
午
前
10
時

■場
第
三
学
区
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

■対
未
就
学
児
が
い
る

転
入
家
庭
の
親
子
先
着
10
組

■申
５
月
30
日

○木
ま
で

▼
育
児
講
話

■日
６
月
11
日
○火
午
前
10
時

■場
に
こ
♥

ふ
る

■対
新
婚
・
妊
娠
・
子
育
て
中

の
方
先
着
15
人

■内「
絵
本
と
子
育
て
」
本

間
俊
美
氏（
元
小
学
校
校
長
）
■他
託
児
あ
り

チ
ー
ム
編
成

ク
ラ
ブ
男
子
・
女
子
、
実
業

団
、
シ
ニ
ア
（
35
歳
以
上
）、
ミ
ド
ル
（
男

女
混
合
）
■
登
録
料

１
チ
ー
ム
７
、
０

０
０
円
（
個
人
は
登
録
チ
ー
ム
を
紹
介
し
ま

す
）
■
大
会
参
加
費
（
１
チ
ー
ム
料
金
）

連
盟
会
長
杯
（
５
月
・
６
月
）
…
３
、
０

０
０
円

ナ
イ
タ
ー
リ
ー
グ
（
10
月
〜
12

月
）
…
８
、
０
０
０
円

■申
５
月
29
日
○水
ま

で
同
連
盟
事
務
局

鶴
岡
市
民
健
康
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

ゴ
ル
フ
教
室

■日
毎
週
火
曜
日
午
後
１
時
30
分

■場
鶴
岡
ゴ

ル
フ
ガ
ー
デ
ン

■費
６
、
０
０
０
円
（
４
回

分
〈
別
途
登
録
年
会
費
１
、
０
０
０
円
〉）

■問
同
ク
ラ
ブ
☎
25
‐
８
１
３
１

「
躰
道
健
康
教
室
」

無
料
体
験
入
門

■日
毎
週
木
曜
日
午
後
７
時

■
無
料
体
験
期

間

１
か
月

■場
朝
暘
武
道
館　

■対
中
高
年

の
方　

■申
稽
古
日
に
会
場
へ　

■問
鶴
岡
市
躰

道
協
会た

か
だ
て
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

会
員
募
集

■内
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
、
ス
ロ

ー
ス
ト
レ
ッ
チ
、
ピ
ラ
テ
ィ
ス
、
足
裏
健
康

体
操
、
ロ
コ
モ
予
防
体
操
、
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル

卓
球
、
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
水
中
運
動

等

■費
年
会
費
２
、
０
０
０
円

■申
同
ク
ラ

ブ
事
務
局

下
保
護
者
同
伴
。
送
迎
バ
ス
は
要
予
約

総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー「
に
こ
♥

ふ
る
」

軽
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
利
用
資
格
講
習
会

■日
５
月
30
日
○木
午
後
１
時
30
分

■場
に
こ
♥

ふ
る

■対
18
歳
以
上
（
高
校
生
を
除
く
）
の

方
先
着
30
人

■費
２
１
０
円

■申
５
月
29
日

○水
ま
で
健
康
課
（
に
こ
♥

ふ
る
）
☎
内
線
３

７
０
へ

■他
市
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
利
用

資
格
証
を
お
持
ち
の
方
は
受
講
免
除

糖
尿
病
予
防
セ
ミ
ナ
ー

６
月
コ
ー
ス
（
全
２
回
）

■日
６
月
５
日
○水
正
午
・
26
日
○水
午
後
１
時
30

分

■場
に
こ
♥

ふ
る

■対
糖
尿
病
境
界
型
ま

た
は
治
療
中
の
方
先
着
20
人
（
お
お
む
ね
70

歳
ま
で
）
■内
糖
尿
病
の
予
防
と
治
療
に
つ

い
て
の
講
話
、運
動
、ス
マ
ー
ト
イ
ー
ト
（
賢

い
食
べ
方
体
験
学
習
）
■師
内
科
医
師
、
管

理
栄
養
士
、
健
康
運
動
指
導
士
、
保
健
師

■費
５
０
０
円

■申
５
月
15
日
○水
ま
で
健
康
課

☎
内
線
３
６
９
へ

く
し
び
き
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
・
リ
ー
グ
大
会

■日
６
月
13
日
か
ら
の
隔
週
木
曜
日
午
後
７
時

30
分

■場
櫛
引
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

■費
１

チ
ー
ム
（
6
人
以
内
）
２
、
０
０
０
円

■申

５
月
10
日
○金
ま
で
同
ク
ラ
ブ
☎
57
‐
４
３
１

１
へ鶴

岡
地
区
ク
ラ
ブ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

連
盟

チ
ー
ム
・
個
人
募
集

■
登
録
期
間

来
年
３
月
31
日
○火
ま
で

■

■日＝日時・期日・期間 ■時＝時間 ■場＝場所・会場 ■定＝定員 ■対＝対象・資格　　　　　
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▼
共
通

■申
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

（
に
こ
♥

ふ
る
）
☎
25
‐
２
７
４
１

中
央
児
童
館
ひ
ろ
っ
ぴ
あ

▼
美う

ま
そ
う

味
草
ク
ッ
キ
ン
グ

■日
６
月
８
日
○土
午

前
10
時
30
分
〜
午
後
１
時

■対
小
学
生
先
着

10
人

■内
食
べ
ら
れ
る
野
草
に
つ
い
て
学
び
、

採
取
し
た
も
の
を
調
理
・
実
食

■申
５
月
１

日
○水
〜
６
月
５
日
○水

▼
ひ
ろ
っ
ぴ
あ
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

■日
６
月
23
日
○日

■時
①
午
前
10
時
〜
11
時
30

分　

②
午
後
２
時
〜
３
時
30
分
（
①
と
②
で

店
の
入
替
え
あ
り
）
■内

の
衣
類
・
お
も
ち
ゃ
等
の
販
売

■他
出
店
者

募
集
（
■定
①
②
各
11
人

■費
１
５
０
円

■申

５
月
25
日
○土
〜
６
月
８
日
○土
〈
抽
せ
ん
会
は

９
日
○日
午
前
10
時
〉　

■他
各
回
新
規
３
人
を

優
先
）。
大
型
商
品
販
売
委
託
品
募
集
（
■費

売
り
上
げ
の
５
％

■申
６
月
22
日
○土
ま
で
）

▼
共
通

■場
・
■問
同
館
☎
24
‐
４
６
０
８

に
こ
に
こ
相
談

■日
６
月
24
日
○月

■場
鶴
岡
養
護
学
校

■内
子

供
の
発
達
の
様
子
や
成
長
に
つ
い
て

■申
６

月
10
日
○月
ま
で
山
形
県
教
育
セ
ン
タ
ー
☎
０

２
３
‐
６
５
４
‐
６
０
６
０
へ　

■問
学
校
教

育
課
☎
57
‐
４
８
６
４

鶴
岡
市
就
学
相
談
会

■日
６
月
28
日
○金
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分

（
１
人
45
分
程
度
）
■場
教
育
相
談
セ
ン
タ
ー

（
マ
リ
カ
）　

■対
令
和
2
年
４
月
に
小
学
校
に

入
学
す
る
子
供
の
保
護
者

■内
子
供
の
発
達

の
様
子
・
就
学
先
に
つ
い
て
教
育
委
員
会
関

係
者
が
個
別
に
相
談
を
受
付

■申
６
月
18
日

○火
ま
で
学
校
教
育
課
☎
57
‐
４
８
６
４
へ

鶴
岡
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

■場
小
真
木
原
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、
市
内
各
コ
ー

ト　

■対
小
学
生

■費
団
費
…
２
万
４
、
０
０

０
円　

登
録
料
…
２
、
３
０
０
円　

保
険
料

…
１
、
６
０
０
円

■申
鶴
岡
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

連
盟２

０
１
９
年
度
ク
ラ
ブ
員
募
集

鶴
岡
少
年
少
女
発
明
ク
ラ
ブ

■日
毎
月
第
２
・
第
４
土
曜
日
午
前
９
時
（
年

間
25
回
程
度
。
開
講
式
・
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン
５
月
11
日
○土
午
前
10
時
）
■場
秋
山
鉄

工
㈱
日
本
国
工
場　

■対
市
内
在
住
の
小
・
中

学
生
先
着
20
人

■費
年
額
５
、
０
０
０
円

■申
５
月
７
日
○火
〜
10
日
○金
に
学
校
教
育
課
☎

57
‐
４
８
６
５
へ

施
設
の
催
し

致
道
博
物
館

▼
か
ぶ
っ
て
み
よ
う
!!
折
り
紙
か
ぶ
と

■日

５
月
３
日
○金
・
４
日
○土
午
前
10
時
〜
午
後
３

時　

■費
１
個
３
０
０
円

▼
着
て
み
よ
う
!!
ヨ
ロ
イ
と
カ
ブ
ト

■日
５

月
５
日
○日
・
６
日
○月
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

■内
江
戸
時
代
の
ヨ
ロ
イ
と
カ
ブ
ト
を
着
て
記

念
撮
影
（
カ
メ
ラ
は
持
参
）

▼「
世
界
の
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ｅ
Ｇ
Ｉ
ー
金
子
皓
彦

寄
木
細
工
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
ー
」
記
念
講
演
会

■日
５
月
19
日
○日
午
後
２
時

■内
世
界
一
の
寄

木
細
工
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
で
き
る
ま
で

▼「
礒
貝
吉
紀
ド
ー
ル
ハ
ウ
ス
セ
レ
ク
シ
ョ

ン
」
ゲ
ス
ト
・
ト
ー
ク

■日
５
月
26
日
○日
午

後
２
時　

■内
ド
ー
ル
ハ
ウ
ス
の
魅
力
と
制
作

秘
話
を
語
る

■師
礒
貝
三
枝
子
氏
（
礒
貝
吉

紀
氏
夫
人
）、
市
川
た
か
氏
（
作
家
）

▼
共
通

■費
大
人
…
８
０
０
円

学
生
…
４

０
０
円

小
・
中
学
生
…
３
０
０
円

■場
・

■問
同
館
☎
22
‐
１
１
９
９

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
健
康
相
談

■日
５
月
９
日
○木
・
16
日
○木
・

23
日
○木
・
30
日
○木
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30

分▼
将
棋
大
会

■日
６
月
５
日
○水
午
前
９
時

■費
５
０
０
円

■申
５
月
30
日
○木
ま
で

▼
芸
能
の
つ
ど
い

■日
６
月
７
日
○金
午
前
９

時
30
分
〜
午
後
２
時
30
分

■費
６
０
０
円

■申
５
月
29
日
○水
ま
で

▼
囲
碁
大
会

■日
６
月
12
日
○水
午
前
９
時

■費
７
０
０
円

■申
６
月
６
日
○木
ま
で

▼
共
通

■場
・
■問
同
セ
ン
タ
ー
☎
24
‐
０
０

６
６自

然
学
習
交
流
館
ほ
と
り
あ

▼
春
の
散
策
会

■日
５
月
11
日
○土
午
前
９
時

■定
10
人

■費
２
０
０
円

■申
５
月
９
日
○木
ま

で▼
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
母
の
日
に
ほ
と
り
あ

で
花
束
づ
く
り
」
■日
５
月
12
日
○日
午
前
10

時▼
湿
地
保
全
管
理
イ
ベ
ン
ト

▽
外
来
生
物

捕
獲
大
作
戦

■日
５
月
18
日
○土
午
前
９
時

■他
要
申
込
み

▽
親
水
水
路
の
草
刈
り
作
業

■日
６
月
８
日
○土
午
前
９
時

■他
要
申
込
み

▼
自
然
観
察
会
「
鶴
岡
の
水
生
昆
虫
を
探
す

旅
〜
外
来
生
物
の
影
響
を
考
え
る
〜
」
■日

６
月
16
日
○日
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時

■定
20
人

■師
同
館
学
芸
員　

■費
３
０
０
円

■他
要
申
込
み

▼
共
通

■場
・
■問
同
館
☎
33
‐
８
６
９
３

月
山
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

▼
ブ
ナ
の
新
緑
を
楽
し
も
う

■日
５
月
12
日

○日
午
前
９
時
〜
午
後
１
時
（
同
セ
ン
タ
ー
集

合
）
■場
田
代
谷
地
周
辺

■定
25
人

■費
大

人
…
７
０
０
円

子
供
…
２
０
０
円

■持
昼

食
等

■申
５
月
10
日
○金
ま
で

▼
新
緑
の
天
蓋
山
ト
レ
ッ
キ
ン
グ

■日
５
月

15
日
○水
・
18
日
○土
午
前
７
時
30
分
〜
午
後
５

時
（
集
合
場
所
は
別
途
お
知
ら
せ
）
■場
新

潟
県
村
上
市

■定
各
日
20
人

■費
大
人
…
２
、

５
０
０
円

子
供
…
１
、
５
０
０
円
（
入
浴

料
等
）
■持
昼
食
等

■申
５
月
14
日
○火
ま
で

▼
春
の
草
木
染

■日
５
月
19
日
○日
午
前
９
時

30
分
（
同
セ
ン
タ
ー
集
合
）
■定
15
人

■内

ス
カ
ー
フ
を
桜
で
染
め
る

■費
大
人
…
２
、

０
０
０
円

子
供
…
５
０
０
円

■申
5
月
10

日
○金
ま
で
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▼
営
業
・
セ
ー
ル
ス
研
修
（
全
２
回
）
■日

６
月
11
日
○火
・
12
日
○水
午
前
９
時
30
分
〜
午

後
５
時　

■定
20
人

■費
１
万
円

▼
女
性
社
員
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
研
修

■日
６

月
20
日
○木
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
50
分

■定

20
人

■費
６
、
０
０
０
円

▼
共
通

■場
・
■申
同
セ
ン
タ
ー
☎
23
‐
２
２

０
０

■他
HP

赤
か
ぶ
大
学
「
後
世
に
伝
え
た
い
先
人
の
知

恵
〜
温
海
地
域
の
旬
の
食
文
化
〜
」（
全
５
回
）

■日
・
■内
６
月
７
日
○金
…
山
菜
（
わ
ら
び
）
の

収
穫
と
あ
く
抜
き
体
験

８
月
９
日
○金
…
焼

畑
あ
つ
み
か
ぶ
の
伝
統
農
法

焼
畑
作
業
と

種
ま
き
体
験

９
月
13
日
○金
…
と
ち
餅
作
り

体
験

10
月
１
日
○火
…
温
海
の
と
れ
た
て
鮮

魚
「
ク
ロ
ダ
イ
」
を
使
っ
た
魚
料
理
体
験

11
月
８
日
○金
…
焼
畑
あ
つ
み
か
ぶ
の
収
穫
と

漬
け
込
み
体
験

■時
午
前
９
時
〜
午
後
３
時

■場
温
海
地
域
内

■定
先
着
20
人

■費
８
、
０

０
０
円
（
昼
食
代
等
）
■申
５
月
７
日
○火
か

ら
温
海
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
☎
43
‐
４
４
１

１
へ

■他
HP

介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業

担
い
手
養
成
研
修
会

▼
講
義
（
全
３
回
）
■日
６
月
17
日
○月
午
前

９
時
30
分
〜
午
後
４
時
10
分
、
18
日
○火
午
前

９
時
50
分
〜
午
後
４
時
、
７
月
22
日
○月
午
前

10
時
〜
午
後
４
時

■場
に
こ
♥

ふ
る

▼
実
習

■日
６
月
24
日
○月
〜
７
月
19
日
○金
の

う
ち
１
日
（
60
分
）　

■場
市
内
の
訪
問
介
護

事
業
所

■他
訪
問
介
護
員
が
同
行

▼
共
通

■対
地
域
貢
献
し
た
い
シ
ニ
ア
世
代

50
人

■持
昼
食
、
印
鑑

■申
６
月
10
日
○月
ま

で
本
所
地
域
包
括
ケ
ア
推
進
室
☎
内
線
７
０

７
へ

■他
修
了
後
、
総
合
事
業
の
サ
ー
ビ
ス

に
有
償
で
従
事
可
。
認
知
症
見
守
り
支
援
員

資
格
も
同
時
取
得

応
急
手
当
普
通
救
命
講
習

■日
６
月
19
日
○水
午
後
１
時
30
分

■場
消
防
本

部

■定
・
■内
普
通
救
命
講
習
Ⅰ
…
成
人
に
対

す
る
心
肺
蘇そ

生
法
・
50
人

普
通
救
命
講
習

Ⅲ
…
小
児
・
乳
幼
児
に
対
す
る
心
肺
蘇
生
法
・

30
人

■申
５
月
18
日
○土
〜
６
月
12
日
○水
に
消

防
署
警
備
課
☎
22
‐
８
３
３
１
ま
た
は
消
防

各
分
署
へ

■他
テ
キ
ス
ト
を
希
望
す
る
方
は

２
０
０
円

危
険
物
取
扱
者
試
験

■日
６
月
22
日
○土

■場
鶴
岡
工
業
高
校　

■内
甲

種
、
乙
種
（
全
類
）、
丙
種

■申
電
子
…
５

月
10
日
○金
〜
20
日
○月

書
面
…
５
月
13
日
○月

〜
23
日
○木

■問
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
山

形
県
支
部
☎
０
２
３
‐
６
３
１
‐
０
７
６
１

■他
願
書
は
消
防
本
部
、
消
防
署
及
び
消
防
各

分
署
に
設
置
。
HP

甲
種
防
火
管
理
新
規
講
習

■日
６
月
25
日
○火
・
26
日
○水
（
２
日
間
）
■場

朝
暘
武
道
館　

■定
90
人

■申
５
月
23
日
○木
〜

６
月
３
日
○月
に
山
形
県
消
防
設
備
協
会
☎
０

２
３
‐
６
２
９
‐
８
４
７
７
へ

■他
申
込
書

は
消
防
本
部
、
消
防
署
及
び
消
防
各
分
署
に

生
以
下
〉
で
の
参
加
は
一
人
に
つ
き
５
０
０

円
追
加
）
■申
鶴
岡
食
文
化
創
造
都
市
推
進

協
議
会
☎
25
‐
２
１
１
１
内
線
５
９
２

■他

年
間
受
講
者
優
先
（
単
回
受
講
希
望
要
相

談
）。
HP

脚
立
で
の
高
所
作
業
が
少
な
い

「
新
し
い
さ
く
ら
ん
ぼ
仕
立
て
」研
修
会

■日
５
月
18
日
○土
午
前
８
時
（
集
合
場
所
は

別
途
お
知
ら
せ
）
■場
東
根
市
・
寒
河
江
市

■対
生
産
者
、
就
農
予
定
者
等

■内
作
業
が
簡

単
な
仕
立
て
方
（
平
棚
・
Ｙ
字
）
に
先
進
的

に
取
り
組
む
農
家
の
園
地
を
視
察
、
研
修

■申
５
月
７
日
○火
ま
で
山
形
県
園
芸
農
業
推
進

課
☎
０
２
３
‐
６
３
０
‐
２
３
１
９
へ

■他

応
募
多
数
の
場
合
抽
せ
ん

国
際
理
解
講
座
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
サ
ロ
ン

青
い
空
と
自
然
、
そ
れ
は
モ
ン
ゴ
ル

■日
５
月
19
日
○日
午
後
７
時　

■師
ダ
ク
ワ
・
シ

ン
・
ウ
ン
ダ
ル
ガ
氏
（
モ
ン
ゴ
ル
出
身
）

■費
飲
み
物
代

■場
・
■申
出
羽
庄
内
国
際
村
☎

25
‐
３
６
０
０

庄
内
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

職
業
能
力
開
発
講
座

▼
機
械
工
作
法
〜
工
作
機
械
と
切
削
理
論

（
全
２
回
）
■日
６
月
１
日
○土
・
８
日
○土
午
前

９
時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分

■定
10
人

■費

５
、
０
０
０
円

▼
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
入
門
（
全
12
回
）
■日
６

月
３
日
〜
７
月
11
日
の
毎
週
月
曜
・
木
曜
日

午
後
６
時
30
分

■定
10
人

■費
１
万
５
、
０

０
０
円

▼
月
山
を
外
来
種
か
ら
守
ろ
う

■日
5
月
25

日
○土
午
前
８
時
〜
午
後
２
時
（
集
合
場
所
は

別
途
お
知
ら
せ
）
■定
25
人

■内
月
山
８
合

目
付
近
の
外
来
植
物
除
去

■費
大
人
…
５
０

０
円
（
入
浴
料
等
）
子
供
…
無
料

■持
昼

食
等

■申
５
月
22
日
○水
ま
で

▼
朴
坂
山
ト
レ
ッ
キ
ン
グ

■日
６
月
８
日
○土

午
前
７
時
30
分
〜
午
後
５
時
（
集
合
場
所
は

別
途
お
知
ら
せ
）
■場
新
潟
県
関
川
村

■定

20
人

■費
大
人
…
２
、
５
０
０
円

子
供
…

１
、
５
０
０
円
（
入
浴
料
等
）
■持
昼
食
等

■申
６
月
４
日
○火
ま
で

▼
共
通

■申
同
セ
ン
タ
ー
☎
62
‐
４
３
２
１

■他
悪
天
候
の
場
合
は
中
止

講
座
・
講
習
会

大
切
に
し
た
い
郷
土
の
味「
つ
る
お
か

お
う
ち
御
膳
」を
学
ぶ
食
文
化
講
座

■日
・
■内
①
５
月
12
日
○日
…
春
の
山
菜
料
理
を

学
ぶ

②
６
月
９
日
○日
…
夏
の
庄
内
浜
を
味

わ
う

③
７
月
21
日
○日
…
旬
の
夏
野
菜
を
楽

し
む

④
10
月
６
日
○日
…
米
ど
こ
ろ
鶴
岡
が

誇
る
ご
は
ん
の
お
と
も

⑤
11
月
10
日
○日
…

秋
の
浜
ご
っ
つ
ぉ
で
温
ま
ろ
う

⑥
12
月
１

日
○日
…
大
切
に
受
け
継
が
れ
て
い
る
行
事
食

（
黒
川
能
）
⑦
来
年
１
月
19
日
○日
…
冬
の
保

存
食
材
の
上
手
な
使
い
方

⑧
２
月
９
日
○日

…
春
の
準
備
を
始
め
ま
せ
ん
か

■時
午
前
10

時
〜
午
後
１
時
30
分

■場
①
③
④
⑧
…
櫛

引
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

②
…
に
こ
♥

ふ
る

⑤
⑦
…
市
内
調
理
室

⑥
…
王
祇
会
館

■定

15
人

■費
各
１
、
５
０
０
円
（
親
子
〈
小
学
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▼
共
通

■場
ア
メ
リ
カ
・
コ
ロ
ラ
ド
州
デ
ン

バ
ー
市

■申
５
月
21
日
○火
ま
で
同
館
☎
25
‐

３
６
０
０
へ

■他
滞
在
中
は
全
泊
ホ
ー
ム
ス

テ
イ相

談
・
そ
の
他

不
動
産
の
所
有
・
管
理
で
お
困
り
の
方

土
地
・
建
物
・
不
動
産
無
料
相
談
会

■日
５
月
11
日
○土
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

■場
勤
労
者
会
館

■問
全
日
本
不
動
産
協
会
山

形
県
本
部
鶴
岡
相
談
所
☎
25
‐
１
５
７
７

憲
法
記
念
行
事

無
料
法
律
相
談
会

県
弁
護
士
会
鶴
岡
地
区
会
員
が
民
事
・
家

事
・
交
通
事
故
等
の
法
律
相
談
に
応
じ
ま
す
。

■日
５
月
15
日
○水
午
前
10
時
〜
午
後
３
時
（
正

午
〜
午
後
１
時
を
除
く
）
■場
市
役
所
本
所　

■問
本
所
市
民
課
☎
内
線
１
５
８

〝
婚
シ
ェ
ル
ジ
ュ
〞が
親
身
に
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す

結
婚
相
談
会
（
女
性
限
定
）

■日
６
月
１
日
○土
午
後
１
時
30
分

■場
に
こ
♥

ふ
る

■対
結
婚
を
希
望
す
る
独
身
の
女
性
先

着
10
人（
親
子
や
友
達
同
士
等
の
参
加
も
可
）

■申
５
月
24
日
○金
ま
で
本
所
地
域
振
興
課
内

「
つ
る
お
か
世
話
焼
き
委
員
会
」
事
務
局
☎

内
線
５
８
７
へ

６
月
１
日
は
人
権
擁
護
委
員
の
日
で
す

人
権
な
ん
で
も
相
談
所

夫
婦
・
家
族
間
の
い
ざ
こ
ざ
、
Ｄ
Ｖ
、
老

▼
作
品
展
示

■日
６
月
１
日
○土
〜
16
日
○日
午

前
10
時
〜
午
後
５
時　

■場
・
■問
月
山
あ
さ
ひ

博
物
村
☎
53
‐
３
４
１
１

自
衛
官
採
用
試
験

自
衛
官
・
一
般
曹
候
補
生

■日
５
月
25
日
○土

■場
鶴
岡
合
同
庁
舎

■申
自

衛
官
候
補
生
…
５
月
17
日
○金
ま
で　

一
般
曹

候
補
生
…
５
月
15
日
○水
ま
で

■問
自
衛
隊
山

形
地
方
協
力
本
部
鶴
岡
出
張
所
☎
22
‐
０
４

６
６庄

内
酒
ま
つ
り
２
０
１
９
〜
や
ま
が
た
芳
醇
〜

食
ブ
ー
ス
等
出
店
募
集

■日
７
月
６
日
○土
午
前
11
時
〜
午
後
６
時

■場

Ｊ
Ａ
全
農
山
形
鶴
岡
倉
庫
等

■対
同
ま
つ
り

の
趣
旨
に
合
っ
た
食
や
雑
貨
等
を
販
売
で
き

る
出
店
者

■
募
集
区
画

食
ブ
ー
ス
（
①

テ
ン
ト
備
付
け
14
区
画
・
②
テ
ン
ト
持
ち
込

み
７
区
画
）、飲
料
・
雑
貨
ブ
ー
ス
４
区
画（
①

テ
ン
ト
備
付
け
・
②
テ
ン
ト
持
ち
込
み
〈
①
・

②
選
択
可
〉）
■費
①
１
万
円

②
５
、
０
０

０
円

■申
５
月
10
日
○金
ま
で
本
所
食
文
化
創

造
都
市
推
進
課
内「
同
ま
つ
り
実
行
委
員
会
」

事
務
局
☎
内
線
５
２
９
へ

■他
会
場
周
辺
道

路
の
一
部
通
行
止
め
あ
り
。
市
HP

出
羽
庄
内
国
際
村　
　
　
　

コ
ロ
ラ
ド
ス
タ
デ
ィ
ツ
ア
ー

▼
異
文
化
理
解
プ
ロ
グ
ラ
ム

■日
８
月
１
日

○木
〜
11
日
○日

■定
８
人

■費
39
万
円　

■他
４

人
以
上
で
催
行

▼
英
語
短
期
集
中
プ
ロ
グ
ラ
ム

■日
８
月
１

日
○木
〜
11
日
○日

■定
５
人

■費
36
万
円

■
飼
育
期
間

６
月
初
旬
〜
下
旬

■申
５
月

８
日
○水
か
ら
本
所
政
策
企
画
課
☎
内
線
５
２

６
へ

■他
餌
の
桑
葉
は
松
ヶ
岡
開
墾
場
で
配

布
。
飼
育
マ
ニ
ュ
ア
ル
あ
り

河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ー

■対
赤
川
河
川
公
園
ま
た
は
櫛
引
総
合
運
動
公

園
付
近
に
在
住
で
河
川
に
関
心
の
あ
る
方
各

公
園
１
人

■内
赤
川
に
関
す
る
情
報
報
告

■
報
酬

月
額
４
、
５
０
０
円
程
度

■申
５

月
17
日
○金
ま
で
履
歴
書
を
酒
田
河
川
国
道
事

務
所
☎
０
２
３
４
‐
27
‐
３
４
９
７
へ

２
０
２
０
年
あ
さ
ひ
む
ら
カ

レ
ン
ダ
ー
写
真
コ
ン
テ
ス
ト

■
テ
ー
マ

朝
日
地
域
の
四
季
折
々
の
暮
ら

し
と
自
然

■
応
募
規
定

カ
ラ
ー
（
四
つ

切
り
・
ワ
イ
ド
四
つ
切
り
）、
朝
日
地
域
で

３
年
以
内
に
撮
影

■
応
募

作
品
名
・
撮

影
場
所
・
年
月
日
・
住
所
・
氏
名
・
電
話
番

号
を
記
入
の
上
、
５
月
15
日
○水
〜
７
月
15
日

○○○
に
あ
さ
ひ
む
ら
観
光
協
会
☎
53
‐
３
４
１

１
へ

■他
HP

か
た
く
り
の
花
写
真

コ
ン
テ
ス
ト

▼
作
品
募
集

■
応
募
規
定

カ
ラ
ー
・
モ

ノ
ク
ロ
プ
リ
ン
ト
（
四
つ
切
り
・
ワ
イ
ド
四

つ
切
り
）
■
応
募

作
品
題
名
・
撮
影
場

所
・
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
記
入
の
上
、

５
月
20
日
○月
ま
で
㈱
月
山
あ
さ
ひ
振
興
公
社

☎
53
‐
３
４
１
１
へ

■
発
表

６
月
上
旬

に
入
賞
者
へ
直
接
通
知

設
置
。
HP

鶴
岡
致
道
大
学
（
全
６
回
）

自
学
自
修
を
重
ん
じ
る
庄
内
藩
校
致
道
館

の
教
育
精
神
を
引
き
継
ぎ
、「
地
域
の
宝
が

も
た
ら
す
新
た
な
出
会
い
と
ち
か
ら
」
を
テ

ー
マ
に
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

■日
６
月
29
日
○土
、
７
月
９
日
○火
、
８
月
25
日

○日
、
９
月
27
日
○金
、
10
月
29
日
○火
、
11
月
16

日
○土

■対
全
講
受
講
で
き
る
方
先
着
１
０
０

人

■費
大
人
…
４
、０
０
０
円

学
生
…
２
、

０
０
０
円

■申
５
月
15
日
○水
〜
６
月
21
日
○金

に
本
所
地
域
振
興
課
内「
鶴
岡
総
合
研
究
所
」

事
務
局
☎
内
線
５
２
２
へ

■他
市
HP

▼
第
１
講
「
生
き
も
の
と
し
て
ふ
つ
う
に
生

き
る
」（
公
開
講
座
〈
無
料
〉）
■日
６
月
29

日
○土
午
後
２
時　

■場
先
端
研
究
産
業
支
援
セ

ン
タ
ー

■師
中
村
桂
子
氏
（
Ｊ
Ｔ
生
命
誌
研

究
館
館
長
）

鶴
岡
ギ
タ
ー
サ
ー
ク
ル

体
験
ギ
タ
ー
レ
ッ
ス
ン（
初
回
無
料
）

■時
午
後
７
時

■場
大
西
町

■申
HP

募
集

「
春
の
か
い
こ
」
を

飼
育
す
る
「
繭
の
人
」

鶴
岡
の
伝
統
産
業
・
絹
産
業
に
触
れ
て
み

ま
せ
ん
か
。

■対
蚕
飼
育
に
関
心
の
あ
る
個
人
・
親
子
等

　　 ■内＝内容 ■師＝講師・指導 ■費＝費用・料金 ■持＝持ち物 ■申＝申込み ■問＝問合せ ■他＝その他　HP＝ホームページ
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種
情
報
を
随
時
提
供

▼
共
通

■日
月
曜
〜
金
曜
日
午
前
９
時
〜
午

後
４
時

■場
・
■問
市
役
所
本
所
１
階
同
ル
ー

ム
☎
25
‐
２
２
１
５

相
談
無
料
、
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す

行
政
に
関
す
る
相
談
は
行
政
相
談
委
員
へ

行
政
相
談
委
員
及
び
総
務
省
山
形
行
政
監

視
行
政
相
談
セ
ン
タ
ー
で
は
、
国
・
Ｎ
Ｔ

Ｔ
・
公
庫
等
の
特
殊
法
人
や
独
立
行
政
法
人

等
に
つ
い
て
の
苦
情
や
要
望
、
意
見
等
を
聞

き
、
改
善
す
る
よ
う
働
き
掛
け
ま
す
。

▼
市
内
の
行
政
相
談
委
員
（
敬
称
略
）
鶴

岡
地
域
…
升
川
繁
敏
、
阿
部
美
惠
子

藤
島

地
域
…
池
田
勝
美

羽
黒
地
域
…
髙
橋
謙
一

櫛
引
地
域
…
澤
川
宏
一

朝
日
地
域
…
渡
部

芳
勝

温
海
地
域
…
本
間
節
子

▼
山
形
行
政
監
視
行
政
相
談
セ
ン
タ
ー
（
行

政
苦
情
１
１
０
番
）
☎
０
５
７
０
‐
０
９
０

１
１
０

■問
本
所
市
民
課
☎
内
線
１
５
８

金
峯
山
登
山
規
制
の
お
知
ら
せ

　

国
指
定
重
要
文
化
財
「
金
峯
神
社
本
殿
」

保
存
修
理
工
事
の
た
め
、
５
月
下
旬
に
１
日

程
度
登
山
規
制
を
行
い
ま
す
。

■問
同
神
社
☎
23
‐
７
８
６
３

■他
市
HP

鶴
岡
ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム

臨
時
休
館
の
お
知
ら
せ

　

館
内
く
ん
蒸
の
た
め
、
５
月
31
日
○金
〜
６

月
２
日
○日
は
休
館
し
ま
す
。

■問
同
館
☎
29
‐
０
２
６
０

■他
６
月
３
日
○○○

は
通
常
休
館

月
会
費
…
３
０
０
円

■問
本
所
商
工
課
☎
内

線
５
６
５

鶴
岡
ワ
ー
ク
サ
ポ
ー
ト
ル
ー
ム

　

次
の
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
ま

す
。
求
人
し
た
い
事
業
所
の
方
も
、
ぜ
ひ
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

▼
若
年
者
等
無
料
職
業
紹
介

市
内
在
住
の

35
歳
ま
で
の
方
と
本
市
へ
の
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン

希
望
者
（
年
齢
不
問
）
を
対
象
と
し
た
就
職

情
報
の
提
供
と
あ
っ
せ
ん

▼
内
職
相
談

在
宅
で
の
仕
事
を
希
望
す
る

方
を
対
象
と
し
た
情
報
提
供
と
あ
っ
せ
ん

▼
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
求
人
情
報
検
索
サ
ー
ビ
ス

求
職
者
が
自
由
に
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
求
人
情

報
を
検
索
・
閲
覧
で
き
る
パ
ソ
コ
ン
を
設
置

▼
各
種
情
報
提
供

合
同
面
接
会
や
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
等
、
求
職
者
に
役
立
つ
各

福
祉
課
☎
内
線
１
３
２

▽
７
日
○金
午
後
１

時
〜
４
時
…
羽
黒
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
・
羽

黒
庁
舎
市
民
福
祉
課
☎
内
線
１
１
６

▼
随
時
人
権
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す

■場
・
■問
山
形
地
方
法
務
局
鶴
岡
支
局
☎
22
‐

１
０
０
３

鶴
岡
市
中
小
企
業
共
済
会

加
入
の
ご
案
内

鶴
岡
市
中
小
企
業
共
済
会
は
、
労
働
組
合

組
織
を
持
た
な
い
従
業
員
数
１
０
０
人
未
満

の
中
小
企
業
の
福
利
厚
生
、
親
睦
交
流
を
目

的
と
し
た
団
体
で
す
（
２
月
末
現
在
の
会
員

数
は
、
３
０
６
事
業
所
、
１
、
９
４
５
人
）。

■
事
業
内
容

共
済
給
付
事
業
（
弔
慰
金
・

傷
病
見
舞
金
・
祝
金
の
支
給
）、
健
康
維
持

増
進
事
業
（
人
間
ド
ッ
ク
受
診
費
用
の
助

成
）、
親
睦
事
業
、
施
設
利
用
補
助
事
業
、

会
員
証
利
用
事
業

■費
入
会
金
…
２
０
０
円

人
・
子
供
の
虐
待
、
遺
産
相
続
、
体
罰
、
い

じ
め
問
題
、
近
所
と
の
ト
ラ
ブ
ル
、
騒
音
・

悪
臭
等
の
公
害
、
い
や
が
ら
せ
、
土
地
の
境

界
問
題
、
障
害
者
・
外
国
人
等
の
差
別
、
震

災
に
伴
う
人
権
問
題
等
、
ど
ん
な
こ
と
で
も

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
人
権
擁
護
委
員
ま
た
は

法
務
局
職
員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。
ど
の
会

場
で
も
相
談
で
き
ま
す
。

■日
・
■場
・
■問
▽
６
月
３
日
○月
午
前
10
時
〜
午

後
３
時
…
山
形
地
方
法
務
局
鶴
岡
支
局
・
本

所
市
民
課
☎
内
線
１
５
８

▽
３
日
○月
午
後

１
時
〜
４
時
…
温
海
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
・

温
海
庁
舎
市
民
福
祉
課
☎
内
線
２
２
２

▽

５
日
○水
午
後
１
時
〜
４
時
…
①
櫛
引
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー
・
櫛
引
庁
舎
市
民
福
祉
課
☎
内

線
２
３
８　

②
朝
日
中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
・
朝
日
庁
舎
市
民
福
祉
課
☎
内
線
３

２
０

▽
６
日
○木
午
後
１
時
〜
４
時
…
藤
島

地
区
地
域
活
動
セ
ン
タ
ー
・
藤
島
庁
舎
市
民

■日＝日時・期日・期間 ■時＝時間 ■場＝場所・会場 ■定＝定員 ■対＝対象・資格　　　　　　

■日６月９日○日午前８時30分～午後１時　■定15
人（小学生以下保護者同伴）　■費2,200円　■持雨
具、飲み物等 ■申６月４日○火までしらい自然館
内「鳥海山おもしろ自然塾推進協議会」事務局
☎0234‐72‐2069へ

●遊佐町 鳥海山おもしろ自然塾　
春の高瀬峡ハイキングと打ち立てそば昼食

酒田まつり

▼神宿開き ■日５月15日○水 ■場上神宿…上内
町自治会館　下神宿…マリーン５清水屋

▼宵祭り ■日５月19日○日 ■場マリーン５清水
屋前（国道112号）、中央公園、下日枝神社境
内 ■他荒天時は中止　　　

▼本祭り ■日５月20日○月 ■時・■内午前10時…
山車行列・立て山鉾巡行　正午…式台の儀　午
後１時…渡御行列、山車行列　■場マリーン５清
水屋前、中心市街地　
その他の催し 献花展（■日５月19日○日～21

日○火  　■場旧鐙屋）、酒の酒田の酒まつり‐春酔
の宴‐（■日19日○日、20日○月  　■場中町モール）

▼ 共通 ■問酒田市交流観光課☎0234‐26‐
5759または酒田観光物産協会☎0234‐24‐
2233へ　■他19日～ 20日は中心市街地周辺で
交通規制あり

●酒田市

●庄内町 月山龍神マラソン 参加者募集！
■日10月13日○日　■場清川グラウンド　■種目
親子ペア（1.2㎞）、３㎞、５㎞、10㎞、ハー
フマラソン　■申８月９日○金まで大会パンフレ
ット添付の払込取扱票またはインターネットで
申込み　■問月山龍神マラソン実行委員会事務
局☎0234‐42‐2922　■他ゲストランナー渋
井陽子氏との前夜祭（10月12日○土）。HP
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市への意見や質問、広報を読んで
の感想などをお寄せください。
◎送り先　 本所総務課
　　　　　☎25‐2111内線316

今
、
市
役
所
で
は
何
の
工
事

を
し
て
い
る
の
で
す
か

こ
の
前
、
市
役
所
に
行
っ
た
ら
、
庁

舎
の
西
側
と
東
側
で
大
き
な
工
事
を
し

て
い
ま
し
た
。

あ
れ
は
、
そ
れ
ぞ
れ
何
の
工
事
を
し

て
い
る
の
で
す
か
。

山
形
県
の
街
路
整
備
事
業
（
道

形
黄
金
線
）
に
伴
う
工
事
で
す

山
形
県
の
都
市
計
画
道
路
道
形
黄
金

線
（
以
下
、
道
形
黄
金
線
）
の
街
路
整

備
事
業
で
道
路
を
拡
幅
し
ま
す
。
そ
れ

に
伴
っ
て
、
市
役
所
で
は
２
つ
の
工
事

を
進
め
て
き
ま
し
た
。

本
庁
舎
西
側
の
工
事

■
工
事
名

鶴
岡
市
本
庁
舎
作
業
棟
解

体
工
事

■
工
期

１
月
10
日
〜
３

月
22
日
（
終
了
）
■
概
要

道
形
黄

金
線
整
備
の
支
障
と
な
る
本
庁
舎
西
側

（
鶴
岡
公
園
側
）
に
あ
る
作
業
棟
の
解

QＡ

仕事や趣味など、様々な分野で目標に向かって、生き生きと輝いている市民の皆さんを紹介します。

鶴岡に医師を呼び込める
佐
さ と う

藤 克
か つ な り

成 さん

　目まぐるしい日々ですが、各科の地域に合わせた
独自の医療に触れることができ、とても勉強になり
ます。地域に出張する「ドクター出前講座」にも参
加させてもらっていて、救急外来を受ける際の注意
点の寸劇などを行っています。方言満載でやってい
るおかげか特に年配の方に好評です。
　一方で、方言が思わぬ妨げになったこともありま
す。「こわい」と訴える患者さんが来院されたとき
のことです。庄内弁だと「胸が苦しい」という意味
だと私は解釈していたので、胸の症状を疑っていっ
たら、最終的な診断は足の骨折。年代や地域で意味
合いが違ってくるため、総合的に診察する必要があ

ることを痛感した出来事でした。改めて地域医療を
考えるいい機会を得られているなと感じています。
　研修以外で特に力を入れているのは研修医の勧誘
です。私は今、先生方に教わるのが本当に楽しく充
実した毎日を送っていますが、当院の認知度は全国
的に見て高いとは言えません。医学生向けの合同説
明会や「研修医の声」というブログで、当院の魅力、
研修の面白さ、研修医の生の声を発信しています。
　昨年度は、研修医募集が定員に達する、いわゆる
フルマッチとなりました。私の当面の目標は２年連
続フルマッチ。自分自身の成長はもちろん、医師確
保に貢献できるよう取り組んでいきたいですね。

　荘内病院では、地域における医師の確保・定着を進めるため「医師修学
資金貸与制度」を実施しています。現在、本市出身の７人がこの制度を利
用。また、大学を卒業した２人の方が実際に研修医として勤務しています。
　この制度を利用している佐藤さんは本市出身。研修医２年目で、循環器
科・内科・外科・呼吸器科・整形外科など、様々な診療科を回って経験を
積んでいます。

荘内病院研修医

医師修学資金貸与制度
医学生を経済的に支援する制
度です。大学卒業後一定の期間、
荘内病院に勤務した場合、返還
の免除を受けることができます。
■申込み受付　
５月31日○○○まで
　（郵送の場合は当日消印有効）
※ 貸与を受ける条件などの詳細
は同院HPをご覧ください。

存在を目指して
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体
と
、
付
帯
す
る
外
構
工
作
物
の
解
体

や
給
排
水
設
備
・
配
線
等
の
移
設

■

そ
の
他

跡
地
に
つ
い
て
は
、
今
年
度

中
に
駐
車
場
と
し
て
整
備
す
る
工
事
を

行
う
予
定
で
す

本
庁
舎
東
側
の
工
事

■
工
事
名

鶴
岡
市
本
庁
舎
別
棟
整
備

工
事

■
工
期

２
月
14
日
〜
９
月
30

日

■
概
要

本
庁
舎
西
側
作
業
棟
の

解
体
に
伴
う
作
業
ス
ペ
ー
ス
の
減
少
や

本
庁
舎
内
会
議
室
の
不
足
等
を
解
消
す

る
た
め
、
本
庁
舎
東
側
に
１
階
が
駐
車

場
、
２
階
が
作
業
室
の
別
棟
を
建
設

作
業
棟
解
体
工
事
の
終
了
に
伴
っ
て
、

本
庁
舎
西
側
の
駐
輪
場
が
使
用
で
き
る

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
本
庁
舎
北
側

の
駐
輪
場
と
併
せ
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
現
在
進
め
て
い
る
本
庁
舎
東

側
の
別
棟
整
備
工
事
に
よ
っ
て
、
市
役

所
駐
車
場
が
狭
く
な
っ
て
い
ま
す
。
市

役
所
駐
車
場
が
満
車
の
場
合
に
は
、
荘

銀
タ
ク
ト
鶴
岡
駐
車
場
や
鶴
岡
公
園
東

駐
車
場
（
旧
荘
内
病
院
跡
地
）
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

市
民
の
皆
さ
ん
に
は
大
変
ご
不
便
を

お
掛
け
し
て
お
り
ま
す
が
、
ご
理
解
・

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

〈
本
所
契
約
管
財
課
〉

各種相談窓口 ※主に市が開設している暮らしに関する相談窓口を紹介します。
　その他の様々な悩みごとは「総合相談」へお問い合わせください。

内 容 相談窓口・電話番号 相 談 日 時 等

総合相談（身近な悩みや心配ごと等） 鶴岡市総合相談室☎0120‐866‐294 月曜～金曜日（祝日は除く）9：00～16：00

消 費 生 活 相 談 消費生活センター☎25‐2982
月曜～金曜日（祝日は除く）9：00～16：00

内 職 相 談、 若 年 者 職 業 紹 介 鶴岡ワークサポートルーム☎25‐2215

教育相談（学校教育・就学に関すること） 教育委員会学校教育課☎57‐4864
月曜～金曜日（祝日は除く）9：00～17：00

〃　 （青少年の健全育成） 青少年育成センター☎0120‐028‐234

〃　 （不登校・適応指導教室等） 教育相談センター☎23‐9351 月曜～金曜日（祝日は除く）9：00～16：00

子ども総合相談窓口（妊娠・出産・子育ての悩み等） 子育て世代包括支援センター☎35‐1118

月曜～金曜日（祝日は除く）8：30～17：15
子 育 て ・ 家 庭 児 童 相 談 子ども家庭支援センター☎25‐2741

障害者に関する相談（身体・知的・精神・児童） 障害者相談支援センター☎25‐2794

仕 事 や 暮 らし に 関 する 相 談 鶴岡地域生活自立支援センター「くらしス」☎29‐1729

高 齢 者 に 関 す る 相 談 お住まいの地域を担当する地域包括支援センターへ

休 日 診 療 ■問健康課（にこ♥ふる）☎内線362

●急な病気の際は……休日夜間診療所☎23‐5678
・開所日　＜日曜日、祝日、年末年始＞　①  9：00～11：30
　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ② 13：30～16：30
　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ③ 18：00～20：30
　　　　　＜上記以外の月曜～土曜日＞  ④ 19：00～21：30
・診療科　内科、小児科、外科（②のみ）科
　　　　　※小児科は、①のみ小児科医が診察します。

●休日の歯痛の際は…休日歯科診療所☎23‐0372
・開所日　＜日曜日、祝日、年末年始＞　①  9：00～12：00
　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ② 13：00～15：00

献血　5/4 ～ 6/3
献血会場で骨髄ドナー登録もできます
■問健康課（にこ♥ふる）☎内線362

月　日 受付時間 会　場
5 . 8○水  ９：00 ～ 11：00 市役所本所
11○土 10：00 ～ 12：00 鶴岡共同の家こぴあ

   〃 13：30 ～ 16：00 　　　　〃
16○木  ９：00 ～ 11：00 鶴岡ガス㈱

　　〃 13：30 ～ 15：30 山形日産自動車販売㈱
21○火  ９：00 ～ 11：00 消防本部
〃 13：30 ～ 15：30 ダイナム鶴岡店
31○金  ９：30 ～ 11：30 温海温泉林業センター
〃 13：30 ～ 15：30 市役所温海庁舎

今月の各種相談窓口開設日　5/4 ～ 6/3
内 容 問 合 せ 相 談 日 時・会 場 等

行 政 相 談

（ 行 政 相 談 委 員 ）

本所市民課☎内線158 14日○火14：00～16：00・市役所本所

藤島庁舎総務企画課☎内線216 24日○金13：00～15：00・藤島ふれあいセンター

羽黒庁舎総務企画課☎内線218 21日○火13：30～15：30・市役所羽黒庁舎

櫛引庁舎総務企画課☎内線218 ８日○水10:00～12：00・産直あぐり

朝日庁舎総務企画課☎内線307 21日○火13：30～15：30・朝日中央コミュニティセンター

温海庁舎総務企画課☎内線312 23日○木13：00～15：00・温海ふれあいセンター

登 記 相 談 本所市民課☎内線158 16日○木14：00～16：00・市役所本所

休 日 年 金 相 談 日本年金機構鶴岡年金事務所☎23‐5040 11日○土９：30～16：00（要予約）・同事務所
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国内唯一の食文化創造都市として、本市の食文化
を生かした未来につながる地域づくりの取り組み
を紹介します。

編集・発行／鶴岡市総務部総務課

鶴岡市役所
本所

藤島庁舎
羽黒庁舎
櫛引庁舎
朝日庁舎
温海庁舎

〒997‐8601

（メールアドレス）
（ホームページ）
（フェイスブックページ）
（窓口受付時間）

〒999‐7696
〒 997‐0192
〒 997‐0346
〒 997‐0492
〒 999‐7205

山形県鶴岡市馬場町９‐25
☎0235‐25‐2111 FAX0235‐24‐9071
tsuruoka@city.tsuruoka.lg.jp
http://www.city.tsuruoka.lg.jp
https://www.facebook.com/tsuruokacity
月曜～金曜日（祝日・年末年始を除く）
午前８時30分～午後５時15分
市内藤島字笹花25　☎64‐2111
市内羽黒町荒川字前田元89　☎62‐2111
市内上山添字文栄100　☎57‐2111
市内下名川字落合１ ☎53‐2111
市内温海戊577‐１　☎43‐2111

《人口と世帯》（平成31年３月31日現在）
　住民基本台帳人口合計：126,195人
　　 （男：60,324人、女：65,871人）
　世帯数：48,718世帯
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されされされされましましましました。た。た。た。皆さ皆さ皆さ皆さ皆 んもんもんもんもチャチャチャチャレンレンレンレンジしジしジしジしてみてみてみてみませま んかんか。

本市の食文化の取り組
みを学ぶために来鶴する
視察研修の、現地ガイド
などを担っています。辻
調理師専門学校やイタリ
ア食科学大学など、国内
外から訪れる研究者や学
生等を案内しています。

スケッチブックなどを活用
して、現地に着くまでのワ
クワク感を演出

活動その２ 視察研修の受入れ

　旅行会社と連携して食
文化をテーマにした旅行
商品を開発しています。
　新潟県にある旅行会社
では、季節ごとにツアー
が組まれるなどして、多
くの観光客が鶴岡の食文
化を学び、楽しんでいま
す。

農家を訪ねて直接話を聞き、
採れたての旬の食材を試食
するなど、ほかでは体験で
きないツアーが満載

活動その１ 旅行商品の企画

　地域で開催される食文
化講座などで講師を務め
たり、イベントに出店し
たりしています。
　町内会や子供育成会な
どからの依頼で、体験学
習の企画からガイドまで
を行うこともあります。

湯田川梅林公園・梅まつり
に出店。梅や春にちなんだ
当日限定メニューを提供

活動その３ 食文化講座やイベントへ参加
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